
高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 3～6 組 7･8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

○ ○ ○

○ ○ ○

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

指導事項
・メソポタミアとエジプトで最古の文明が成立
した過程と歴史的展開について理解・考察す
る。
・東地中海のセム語系3民族の活躍とユダヤ教
の成立過程、古代オリエントの統一について理
解する。
・パルティアやササン朝などのイラン文明の成
立過程とその特徴について理解する。

【知識及び技能】
・資料から情報を読み取ったりまとめ
たりする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・文明の形成に関わる諸事象の背景や
原因，結果や影響，事象相互の関連な
どに 着目し，諸地域の歴史的特質を読
み解く観点について考察し，問いを表
現する。

【知識及び技能】・オリエント文明，
インダス文明などを基に，古代文明の
歴史的特質を理解する。【思考力、判
断力、表現力等】・古代文明に関わる
諸事象の背景や原因，結果や影響，事
象相互の関連などに着目し，主題を設
定し，諸資料を比較したり関連付けた
りして読み解き，自然環境 と生活や文
化との関連性，農耕・牧畜の意義など
を多面的・多角的に考察し，表現す
る。

指導事項
・地中海でオリエントの影響を受けて成立した
エーゲ文明について成立過程と特徴を理解す
る。
・ポリスの成立と、古代ギリシアにおける民主
政治の成立についてその過程と特徴を理解す
る。
・アレクサンドロス大王の登場と、ヘレニズム
文化の成立についてその課程と特徴を理解す
る。
・ギリシアで成立した文学や自然科学などの文
化について理解している。
・共和政ローマの成立過程と歴史的展開につい
て理解する。
・帝政ローマの成立過程と歴史的展開について
理解ずる。

【 知　識　及　び　技　能 】

諸地域の歴史的特質などに関する資料を活用し，課題
を追究したり解決したりする活動を通して，資料から
情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に付ける
こと。

諸地域の歴史的特質などに関する資料を活用
し，課題を追究したり解決したりする活動を通
して，諸地域の諸事象の背景や原因，結果や影
響，事象相互の関連などに着目し，諸地域の歴
史的特質を読み解く観点について考察し，問い
を表現する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

１
学
期

【学びに向かう力、人間性等】

リアクションペーパー課題に取り組む姿勢な
ど。

世界史演習

配当
時数

指導項目・内容

15

15

世界史演習

定期考査

定期考査

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料など様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

地歴 世界史演習 4

態

地歴

評価規準

『世界史探究　詳説世界史』(　山川出版社　）

地歴

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり社会にみられる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、
それを基に議論したるする力を養う。
地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚が国の国土や歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 思



〇 〇

【知識及び技能】・西アジアと地中海
周辺の諸国家，キリスト教とイスラー
ムの成立とそれらを基 盤とした国家の
形成などを基に，西アジアと地中海周
辺の歴史的特質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・西ア
ジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響，事象相
互の関連，諸地域相互の関わりなどに
着目し，主題を設定し，諸資料を比較
し たり関連付けたりして読み解き，西
アジアと地中海周辺の諸国家の社会や
文化の 特色，キリスト教とイスラーム
を基盤とした国家の特徴などを多面
的・多角的に 考察し，表現する。

○ ○ ○

・インド古典文明の成立や仏教・ジャイナ教な
どの成立過程について理解する。
・東南アジアの諸文明の成立過程とその特徴に
ついて理解する。

・キリスト教の成立過程とローマ帝国の滅亡に
ついて、歴史的展開を理解する。
・イスラーム教成立の過程とその特徴、ウマイ
ヤ朝・アッバース朝などイスラーム世界の拡大
の過程について理解する。

・東方イスラーム世界・西方イスラーム世界の
成立過程について理解している。
・インド・東南アジア・アフリカのイスラーム
化についての歴史的展開を理解している。
・イスラーム文明の特徴を理解し、どのような
学問や文化が成立したのかを理解している。
・ヨーロッパの風土について理解し、ゲルマン
人の大移動による影響とその後の歴史的展開に
ついて理解している。

・フランク王国の成立と発展についてその歴史
的展開を理解する。
・ビザンツ帝国の社会と文化、どのような歴史
をたどったのかについて理解する。
・十字軍がどのように西ヨーロッパ及びイス
ラーム世界に影響したのかを理解する。

〇 〇

観察
リアクションペーパー

２
学
期

定期考査

【知識及び技能】・宗教改革とヨー
ロッパ諸国の抗争，大西洋三角貿易の
展開，科学革命と啓蒙思想などを基
に，主権国家体制の形成と地球規模で
の交易の拡大を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・ヨー
ロッパ諸地域の動向に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響，事象相互の
関連，諸地域相互のつながりなどに着
目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き，宗教
改革の意義，大西洋両岸諸地域の経済
的連関 の特徴，主権国家の特徴と経済
活動との関連，ヨーロッパの社会や文
化の特色などを多面的・多角的に考察
し，表現する。

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

〇 15

〇

観察
リアクションペーパー

15

【知識及び技能】・仏教の成立とヒン
ドゥー教，南アジアと東南アジアの諸
国家などを基に，南アジアと東南アジ
アの歴史的特質を理解する。【思考
力、判断力、表現力等】・南アジアと
東南アジアの歴史に関わる諸事象の背
景や原因，結果や影響，事象相互の関
連，諸地域相互の関わりなどに着目
し，主題を設定し，諸資料を比較した
り関連付けたりして読み解き，南アジ
アと東南アジアにおける宗教や文化の
特色，東南アジアと周辺諸地域との関
係などを多面的・多角的に考察し，表
現する。

3

12

【知識及び技能】・西アジアと地中海
周辺の諸国家，キリスト教とイスラー
ムの成立とそれらを基盤とした国家の
形成などを基に，西アジアと地中海周
辺の歴史的特質を理解する。【思考
力、判断力、表現力等】・西アジアと
地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背
景や原因，結果や影響，事象相互の関
連，諸地域相互の関わりなどに着目
し，主題を設定し，諸資料を比較し た
り関連付けたりして読み解き，西アジ
アと地中海周辺の諸国家の社会や文化
の 特色，キリスト教とイスラームを基
盤とした国家の特徴などを多面的・多
角的に 考察し，表現する。

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

定期考査



〇

合計

93

３
学
期

【知識及び技能】・宗教改革とヨー
ロッパ諸国の抗争，大西洋三角貿易の
展開，科学革命と啓蒙思想などを基
に，主権国家体制の形成と地球規模で
の交易の拡大を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・ヨー
ロッパ諸地域の動向に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響，事象相互の
関連，諸地域相互のつながりなどに着
目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き，宗教
改革の意義，大西洋両岸諸地域の経済
的連関 の特徴，主権国家の特徴と経済
活動との関連，ヨーロッパの社会や文
化の特色などを多面的・多角的に考察
し，表現する。
・宗教改革とヨーロッパ諸国の抗争，
大西洋三角貿易の展開，科学革命と啓
蒙思想などを基に，主権国家体制の形
成と地球規模での交易の拡大を構造的
に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ヨーロッパ諸地域の動向に関わる諸
事象の背景や原因，結果や影響，事象
相互の関連，諸地域相互のつながりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を
比較したり関連付けたりして読み解
き，宗教改革の意義，大西洋両岸諸地
域の経済的連関 の特徴，主権国家の特
徴と経済活動との関連，ヨーロッパの
社会や文化の特色などを多面的・多角
的に考察し，表現する。

観察
リアクションペーパー

〇

・十字軍の影響で商業が復活し、中世の都市が
成立したことについて、その過程と特徴を理解
している。
・教皇権の衰退と、王権の伸張についてその歴
史的な過程を理解している。
・百年戦争・ばら戦争の歴史的展開およびそれ
らの戦争が与えた影響について理解している。
・宗教改革、三角貿易について理解する。
・啓蒙思想・主権国家体制および交易の拡大に
ついて理解する。

18〇



高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 3～6 組 7･8組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

世界史特講

定期考査

定期考査

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料など様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

地歴 世界史特講 2

態

地歴

評価規準

『世界史探究　詳説世界史』(　山川出版社　）

地歴

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり社会にみられる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、
それを基に議論したるする力を養う。
地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚が国の国土や歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 知

１
学
期

【学びに向かう力、人間性等】

リアクションペーパーなど。

世界史特講

配当
時数

指導項目・内容

15

15

【 知　識　及　び　技　能 】

資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能が身
に付いている。

文明の形成に関わる諸事象の背景や原因，結果
や影響，事象相互の関連などに 着目し，諸地域
の歴史的特質を読み解く観点について考察し，
問いを表現することができる。

思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

指導事項
・メソポタミアとエジプトで最古の文明が成
立した過程と歴史的展開について理解・考察
する。
・東地中海のセム語系3民族の活躍とユダヤ教
の成立過程、古代オリエントの統一について
理解する。
・パルティアやササン朝などのイラン文明の
成立過程とその特徴について理解する。

【知識及び技能】
・資料から情報を読み取ったりまとめ
たりする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・文明の形成に関わる諸事象の背景や
原因，結果や影響，事象相互の関連な
どに 着目し，諸地域の歴史的特質を読
み解く観点について考察し，問いを表
現する。

【知識及び技能】・オリエント文明，
インダス文明などを基に，古代文明の
歴史的特質を理解する。【思考力、判
断力、表現力等】・古代文明に関わる
諸事象の背景や原因，結果や影響，事
象相互の関連などに着目し，主題を設
定し，諸資料を比較したり関連付けた
りして読み解き，自然環境 と生活や文
化との関連性，農耕・牧畜の意義など
を多面的・多角的に考察し，表現す
る。

指導事項
・地中海でオリエントの影響を受けて成立し
たエーゲ文明について成立過程と特徴を理解
する。
・ポリスの成立と、古代ギリシアにおける民
主政治の成立についてその過程と特徴を理解
する。
・アレクサンドロス大王の登場と、ヘレニズ
ム文化の成立についてその課程と特徴を理解
する。
・ギリシアで成立した文学や自然科学などの
文化について理解している。
・共和政ローマの成立過程と歴史的展開につ
いて理解する。
・帝政ローマの成立過程と歴史的展開につい
て理解ずる。

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

○ ○ ○

○ ○ ○

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出



〇

観察
リアクションペーパー

15

【知識及び技能】・仏教の成立とヒン
ドゥー教，南アジアと東南アジアの諸
国家などを基に，南アジアと東南アジ
アの歴史的特質を理解する。【思考
力、判断力、表現力等】・南アジアと
東南アジアの歴史に関わる諸事象の背
景や原因，結果や影響，事象相互の関
連，諸地域相互の関わりなどに着目
し，主題を設定し，諸資料を比較した
り関連付けたりして読み解き，南アジ
アと東南アジアにおける宗教や文化の
特色，東南アジアと周辺諸地域との関
係などを多面的・多角的に考察し，表
現する。

3

12

15

２
学
期

定期考査

【知識及び技能】・宗教改革とヨー
ロッパ諸国の抗争，大西洋三角貿易の
展開，科学革命と啓蒙思想などを基
に，主権国家体制の形成と地球規模で
の交易の拡大を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・ヨー
ロッパ諸地域の動向に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響，事象相互の
関連，諸地域相互のつながりなどに着
目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き，宗教
改革の意義，大西洋両岸諸地域の経済
的連関 の特徴，主権国家の特徴と経済
活動との関連，ヨーロッパの社会や文
化の特色などを多面的・多角的に考察
し，表現する。

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

〇

・インド古典文明の成立や仏教・ジャイナ教
などの成立過程について理解する。
・東南アジアの諸文明の成立過程とその特徴
について理解する。

・キリスト教の成立過程とローマ帝国の滅亡
について、歴史的展開を理解する。
・イスラーム教成立の過程とその特徴、ウマ
イヤ朝・アッバース朝などイスラーム世界の
拡大の過程について理解する。

・東方イスラーム世界・西方イスラーム世界
の成立過程について理解している。
・インド・東南アジア・アフリカのイスラー
ム化についての歴史的展開を理解している。
・イスラーム文明の特徴を理解し、どのよう
な学問や文化が成立したのかを理解してい
る。
・ヨーロッパの風土について理解し、ゲルマ
ン人の大移動による影響とその後の歴史的展
開について理解している。

・フランク王国の成立と発展についてその歴
史的展開を理解する。
・ビザンツ帝国の社会と文化、どのような歴
史をたどったのかについて理解する。
・十字軍がどのように西ヨーロッパ及びイス
ラーム世界に影響したのかを理解する。

〇 〇

観察
リアクションペーパー

【知識及び技能】・西アジアと地中海
周辺の諸国家，キリスト教とイスラー
ムの成立とそれらを基盤とした国家の
形成などを基に，西アジアと地中海周
辺の歴史的特質を理解する。【思考
力、判断力、表現力等】・西アジアと
地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背
景や原因，結果や影響，事象相互の関
連，諸地域相互の関わりなどに着目
し，主題を設定し，諸資料を比較し た
り関連付けたりして読み解き，西アジ
アと地中海周辺の諸国家の社会や文化
の 特色，キリスト教とイスラームを基
盤とした国家の特徴などを多面的・多
角的に 考察し，表現する。

観察
リアクションペーパー
定期考査
ノート提出

定期考査

〇 〇

【知識及び技能】・西アジアと地中海
周辺の諸国家，キリスト教とイスラー
ムの成立とそれらを基 盤とした国家の
形成などを基に，西アジアと地中海周
辺の歴史的特質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・西ア
ジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響，事象相
互の関連，諸地域相互の関わりなどに
着目し，主題を設定し，諸資料を比較
し たり関連付けたりして読み解き，西
アジアと地中海周辺の諸国家の社会や
文化の 特色，キリスト教とイスラーム
を基盤とした国家の特徴などを多面
的・多角的に 考察し，表現する。

○ ○ ○



18〇

合計

93

３
学
期

【知識及び技能】・宗教改革とヨー
ロッパ諸国の抗争，大西洋三角貿易の
展開，科学革命と啓蒙思想などを基
に，主権国家体制の形成と地球規模で
の交易の拡大を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・ヨー
ロッパ諸地域の動向に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響，事象相互の
関連，諸地域相互のつながりなどに着
目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解き，宗教
改革の意義，大西洋両岸諸地域の経済
的連関 の特徴，主権国家の特徴と経済
活動との関連，ヨーロッパの社会や文
化の特色などを多面的・多角的に考察
し，表現する。
・宗教改革とヨーロッパ諸国の抗争，
大西洋三角貿易の展開，科学革命と啓
蒙思想などを基に，主権国家体制の形
成と地球規模での交易の拡大を構造的
に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ヨーロッパ諸地域の動向に関わる諸
事象の背景や原因，結果や影響，事象
相互の関連，諸地域相互のつながりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を
比較したり関連付けたりして読み解
き，宗教改革の意義，大西洋両岸諸地
域の経済的連関 の特徴，主権国家の特
徴と経済活動との関連，ヨーロッパの
社会や文化の特色などを多面的・多角
的に考察し，表現する。

観察
リアクションペーパー

〇

・十字軍の影響で商業が復活し、中世の都市
が成立したことについて、その過程と特徴を
理解している。
・教皇権の衰退と、王権の伸張についてその
歴史的な過程を理解している。
・百年戦争・ばら戦争の歴史的展開およびそ
れらの戦争が与えた影響について理解してい
る。
・宗教改革、三角貿易について理解する。
・啓蒙思想・主権国家体制および交易の拡大
について理解する。

〇



高等学校（第３学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2・6・8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

〇 〇 〇

民主政治の基本原理
【知識・理解】
政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と
法の支配，権利と義務との関係，議会制民主
主義について，現実社会の諸事象を通して理
解を深めさせる。
【思考・判断・表現】
現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を
身に付けさせる。

【主体的に学習に取り組む態度】
政党政治などの観点から，望ましい政治の在
り方及び主権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構想し，表現
させる。

公民

評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

・国民主権を担う公民として，現代日本の諸課
題に対する意識を強く持ち，課題にかかわる知
識を主体的に深めたり，課題解決に向けた多面
的・多角的な考察・構想を意欲的におこなった
りしながら，現代社会における自身の役割を積
極的に追究しようとしている。
・現代の国際社会における諸課題に対する意識
を強く持ち，課題にかかわる知識を主体的に深
めたり，課題解決に向けた多面的・多角的な考
察しながら，現代社会における自身の役割を積
極的に追究しようとしている。

【知識及び技能】
政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と
法の支配，権利と義務との関係，議会制民主
主義について，現実社会の諸事象を通して理
解を深めている。
基本的人権の保障と法の支配，権利と義務と
の関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
政党政治などの観点から，望ましい政治の在
り方及び主権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構想し，表現
している。
民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代政
治の在り方との関連について多面的・多角的
に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，民主政治の基本原理における学習上の課
題を意欲的に解決しようとしている。
現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本国憲法の基本的性格における学習上
の課題を意欲的に解決しようとしている。

指導事項

・政治と法

・民主政治と人権保障の発展

・国民主権と民主主義の発展

・世界の政治制度

・日本国憲法の成立

・平和主義

・政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と法の支配，権利
と義務との関係，議会制民主主義，地方自治について，現実社
会の諸事象を通して理解している。
・国際政治、国際法、国際連合、現代の国際政治の動向につい
て，現実国際社会の諸事象を通して理解している。

・民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代政
治の在り方との関連について多面的・多角的に
考察し，表現している。
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい政
治の在り方及び主権者としての政治参加の在り
方について多面的・多角的に考察，構想し，表
現している。
・民主政治の本質を基に，現代政治国際の在り
方との関連について多面的・多角的に考察し，
表現している。

政治経済

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

１
学
期

16

政治経済

【 知　識　及　び　技　能 】
社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論などについ
て理解するとともに，諸資料から，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

4

実教　政経702 『詳述政治・経済』　実教　2026　ズームアップ政治経済資料

公民

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して，現実社会に見られ
る複雑な課題を把握し，説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に構想する力や，構想したことの妥当性や効果，実現可能性など
を指標にして議論し公正に判断して，合意形成や社会参画に向かう力を養う。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図る
ことや，我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に，より積極的な役割を果たそうとする自覚などを
深める。

10

指導事項

・基本的人権の保障

・立法

・行政

・司法

・地方自治

【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本の政治機構における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。

1

配当
時数

指導項目・内容 態

民主政治の基本原理
【知識・理解】
政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と
法の支配，権利と義務との関係，議会制民主
主義について，現実社会の諸事象を通して理
解を深めさせる。
【思考・判断・表現】
現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を
身に付けさせる。

【主体的に学習に取り組む態度】
政党政治などの観点から，望ましい政治の在
り方及び主権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構想し，表現
させる。

定期考査

単元の具体的な指導目標 思



２
学
期

３
学
期

【知識・理解】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土
（領海，領空を含む。）などに関する国際法
の意義，国際連合をはじめとする国際機構の
役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解を深
めさせる。
【思考・判断・表現】
・現代の国際政治に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基
に，国際法の果たす役割について多面的・多
角的に考察し，表現させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役
割について多面的・多角的に考察，構想し，
表現させる。

指導事項

・国際政治の特質と国際法

・国際連合と国際協力

・現代国際政治の動向

・核兵器と軍縮

【知識及び技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土
（領海，領空を含む。）などに関する国際法
の意義，国際連合をはじめとする国際機構の
役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解を深
めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基
に，国際法の果たす役割について多面的・多
角的に考察し，表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際政治における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。

〇 〇 〇

〇 〇 〇

定期考査
1

6

合計

62

16

【知識及び技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土
（領海，領空を含む。）などに関する国際法
の意義，国際連合をはじめとする国際機構の
役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解を深
めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基
に，国際法の果たす役割について多面的・多
角的に考察し，表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際政治における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。

1

問題演習

【知識及び技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本の政治機構における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。

問題演習

【知識・理解】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土
（領海，領空を含む。）などに関する国際法
の意義，国際連合をはじめとする国際機構の
役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解を深
めさせる。
【思考・判断・表現】
・現代の国際政治に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能
を身に付けさせる。
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基
に，国際法の果たす役割について多面的・多
角的に考察し，表現させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役
割について多面的・多角的に考察，構想し，
表現させる。

指導事項

・国際政治と日本

・核兵器と軍縮

・国際政治と日本

・紛争解決に向けた国際社会の取り
組み

・持続可能な国際社会づくり

10

1

定期考査

定期考査

民主政治の基本原理
【知識・理解】
政治と法の意義と機能，基本的人権の保障と
法の支配，権利と義務との関係，議会制民主
主義について，現実社会の諸事象を通して理
解を深めさせる。
【思考・判断・表現】
現代日本の政治に関する諸資料から，課題の
解決に向けて考察，構想する際に必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取る技能を
身に付けさせる。

【主体的に学習に取り組む態度】
政党政治などの観点から，望ましい政治の在
り方及び主権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構想し，表現
させる。

・戦後政治の歩み

・選挙制度

・政治参加と世論



高等学校（第3学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2・6・8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：政治経済演習

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論などについて理
解するとともに，諸資料から，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう
にする。

2

・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国民経済の大きさと経済成長，
物価と景気変動，財政の働きと仕組み及び租税などの意義，金融の働きと
仕組みについて，現実社会の諸事象を通して理解している。
・貿易と国際収支，国際経済体制，世界金融，地域経済統合，経済協力と
n人間開発などの意義について，現実国際社会の諸事象を通して理解して
いる。

・経済活動と福祉の向上との関連について多面的・多角的
に考察し，表現している。
・経済活動と福祉の向上との関連について多面的・多角的
に考察し，表現している。

指導項目・内容

実教　政経702 『詳述政治・経済』　実教　2026　ズームアップ政治経済資料

態

公民

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用し
て，現実社会に見られる複雑な課題を把握し，説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に構想する力や，構
想したことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して，合意形成や社会参画に向かう力
を養う。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，
我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に，より積極的な役割を果たそうとする自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

1

1

10

第１章
経済社会の変容
【知識・理解】
生産と消費，分業と交換といった経済活動
の基本概念について理解している。

【思考・判断・表現】
経済における効率性と公平性の考え方につ
いて，p.84の本文記述を参考にして多面
的・多角的に考察を深めている。
・私たちがなぜ経済活動をおこなうのか，
分業と交換，希少性といった考え方をもと
に考察し，適切に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
経済社会の形成と変容について主体的に追
究して，学習上の課題を意欲的に解決しよ
うとしている。

定期考査

定期考査

１
学
期

3

【知識及び技能】
経済活動について，現実社会の諸事象を通し
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済活動について多面的・多角的に考察
し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，経済社会の変容における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。

○ ○ ○

〇

公民

評価規準

【学びに向かう力、人間性等】
・現代の国際社会における諸課題に対する意識を強く持
ち，課題にかかわる知識を主体的に深めたり，課題解決に
向けた多面的・多角的な考察・構想を意欲的におこなった
りしながら，現代社会における自身の役割を積極的に追究
しようとしている。

指導事項

・経済活動の意義

・経済社会の形成と変容

政治経済演習

〇 〇

第２章
現代経済のしくみ１
【知識・理解】
経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社
会の諸事象を通して理解を深めている。

【思考・判断・表現】
市場経済の機能と限界，持続可能な財政及
び租税の在り方，金融を通した経済活動の
活性化について多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済のしくみにおける学習上の課
題を意欲的に解決しようとしている。

指導事項

・市場機構

・現代の企業

・国民所得と経済成長

・金融のしくみ

【知識及び技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社会

の諸事象を通して理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】

・市場経済の機能と限界，持続可能な財政及
び租税の在り方，金融を通した経済活動の活
性化について多面的・多角的に考察，構想

し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】

・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済のしくみにおける学習上の課題

を意欲的に解決しようとしている。



1

【知識及び技能】
・財政活動に際しては，財政に投入された費
用に対してそれから得られる効果を比較しな
がら最適な政策を選択していく必要があるこ
とを理解している。
・国民生活における租税の意義と役割に関心
をもち，公正で適切な負担と受益の関係に基
づいて税制度が作られることについて理解し
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
・持続可能な財政及び租税の在り方につい
て，限られた財源をいかに配分すれば国民福
祉が向上するか，また，どうすれば税収を増
やすことができるかなど，持続可能な財政の
在り方を多面的・多角的に考察している。

【学びに向かう力、人間性等】
・財政のしくみについて主体的に追究して，
学習上の課題を意欲的に解決しようとしてい
る。

〇 〇 〇 2

13〇

1

10

２
学
期

定期考査

定期考査

〇

第３章
現代経済と福祉の向上１
【知識・理解】
経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社
会の諸事象を通して理解を深めること。
【思考・判断・表現】
現代日本の経済に関する諸資料から，課題
の解決に向けて考察，構想する際に必要な
情報を適切かつ効果的に収集し，読み取る
技能を身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
経済活動と福祉の向上との関連について多
面的・多角的に考察し，表現させる。

【知識・理解】
・国際経済の進展，国際収支や為替のしく
み，発展途上国の経済や地域主義の動きな
どグローバル化する世界経済について，現
実社会の諸事象を通して理解を深めさせ
る。
【思考・判断・表現】
・現代の国際経済に関する諸資料から，課
題の解決に向けて考察，構想する際に必要
な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取
る技能を身に付けさせる。
・国際経済体制の進展や南北問題や地域主
義の諸要因を基に，グローバル化の中での
経済秩序の在り方について多面的・多角的
に考察し，表現させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・自由貿易をめぐる現在の課題や世界の経
済格差を是正する取り組みについて多面
的・多角的に考察，構想し，表現させる。"

指導事項

・経済の停滞と再生

・日本の中小企業と農業

・国民の暮らし

・環境保全と公害防止

・労使関係と労働条件の改善

・社会保障の役割

【知識・理解】
経済活動と市場，経済主体と経済循環，国民
経済の大きさと経済成長，物価と景気変動，
財政の働きと仕組み及び租税などの意義，金
融の働きと仕組みについて，現実社会の諸事
象を通して理解を深めること。
【思考・判断・表現】
経済活動と福祉の向上との関連について多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済と福祉の向上における学習上の
課題を意欲的に解決しようとしている

指導事項

・自由貿易の進展

・国際収支

・国際経済体制の変化

・グローバル化と世界金融

・地域経済統合

・経済協力と人間開発

・地球環境問題とエネルギー

【知識及び技能】
・国際経済の進展，国際収支や為替のしく
み，発展途上国の経済や地域主義の動きなど
について，現実社会の諸事象を通して理解を
深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・国際経済体制の進展や南北問題の諸要因を
基に，グローバル化の中での経済秩序の在り
方について多面的・多角的に考察し，表現し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際経済における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしている。"

〇 〇

〇 〇

第２章
現代経済のしくみ２
【知識・理解】
経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社
会の諸事象を通して理解を深めている。

【思考・判断・表現】
市場経済の機能と限界，持続可能な財政及
び租税の在り方，金融を通した経済活動の
活性化について多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済のしくみにおける学習上の課
題を意欲的に解決しようとしている。

指導事項

・財政のしくみ



３
学
期

問題演習 問題演習問題演習
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年間授業計画　様式例

高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 3 組～ 5 組 、 7、8組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】
・幕藩体制の確立の特色を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・近世社会の展開について，事象の
意味や意義，関係性などを多面的・
多角的に考察し，歴史に関わる諸事
象の解釈や歴史の画期などを根拠を
示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第９章　幕藩体制の成立と展開
 １　幕藩体制の成立
 ２　幕藩社会の構造
 ３　幕政の安定

【知識及び技能】
・法や制度による支配秩序の形成と身分制，貿
易の統制と対外関係などを基に，幕藩体制の確
立の特色を理解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・近世社会の展開について，事象の意味や意
義，関係性などを多面的・多角的に考察し，歴
史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根
拠を示して表現することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○ ○ 6

○定期考査

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料など様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに，多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛
情，他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史演習
地理歴史 日本史演習 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合
的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と
文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関
連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用
して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題
を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考
察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に
議論したりする力を養う。

『詳説日本史』・『詳説日本史図録』(山川出版社)

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり社会
にみられる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それを基に議論し
たるする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚が国の国土や歴史に対する愛情、
他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

日本史演習

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
・地方権力の成長，社会の変容と文
化の特色を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・中世の国家・社会の変容を，事象
の意味や意義，関係性などを多面
的・多角的に考察し，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴史の画期などを根
拠を示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第７章　武家社会の成長
 １　室町幕府の成立
 ２　幕府の衰退と庶民の台頭
 ３　室町文化
 ４　戦国大名の登場

【知識及び技能】
・地方権力の成長，社会の変容と文化の特色を
理解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・中世の国家・社会の変容について，事象の意
味や意義，関係性などを多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期な
どを根拠を示して表現することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
・中世から近世への時代の転換を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・中世から近世への変容を多面的・
多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・歴史資料の特性を踏まえ，資料を
通して読み取れる情報から，近世の
特色について多面的・多角的に考察
し，仮説を表現する活動に主体的に
取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

【知識及び技能】
・織豊政権の政治・経済政策，貿易や対外関係
などを基に，中世から近世への時代の転換を理
解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・中世から近世への変容を多面的・多角的に考
察し，表現することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み
取れる情報から，近世の特色について多面的・
多角的に考察し，仮説を表現する活動に主体的
に取り組むことができたか。

第８章　近世の幕開け
 １　織豊政権



10

２
学
期

【知識及び技能】
・近世の社会・文化の特色を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・近世の国家・社会の展開を，事象
の意味や意義，関係性などを多面
的・多角的に考察し，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴史の画期などを根
拠を示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第９章　幕藩体制の成立と展開
 ４　経済の発展
第10章　幕藩体制の動揺
 １　幕政の改革

【知識及び技能】
・支配秩序の形成と身分制，技術の向上と開発
の進展，産業の発達，学問・文化の発展を基
に，近世の社会・文化の特色を理解することが
できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・近世の国家・社会の展開を，事象の意味や意
義，関係性などを多面的・多角的に考察し，歴
史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根
拠を示して表現できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組めたか。

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
・日本が立憲体制に移行したこと
や，明治初期の文化の特色について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本が近代国家へ移行する過程に
ついて，事象の意味や意義，関係性
などを多面的・多角的に考察し，歴
史に関わる諸事象の解釈や歴史の画
期などを根拠を示して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第12章　近代国家の成立
 １　明治維新と富国強兵
 ２　立憲国家の成立

【知識及び技能】
・明治維新，文明開化の風潮，自由民権運動，
大日本帝国憲法の制定などを基に，日本が立憲
体制に移行したことや，明治初期の文化の特色
について理解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本が近代国家へ移行する過程について，事
象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的
に考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の
画期などを根拠を示して表現することができた
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○ ○ 10

【知識及び技能】
・国民国家の形成，アジアや欧米諸
国との関係の変容，近代の文化や社
会の特色について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・近代の政治の展開と国際的地位の
確立，日本の工業化の進展，近代の
文化の形成について，多面的・多角
的に考察し，歴史に関わる諸事象の
解釈や歴史の画期などを根拠を示し
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第13章　近代国家の展開
 １　日清・日露戦争と国際関係

【知識及び技能】
・国民国家の形成，アジアや欧米諸国との関係
の変容，近代の文化や社会の特色について理解
することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・近代の政治の展開と国際的地位の確立，日本
の工業化の進展，近代の文化の形成について，
多面的・多角的に考察し，歴史に関わる諸事象
の解釈や歴史の画期などを根拠を示して表現す
ることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○ ○

第11章　近世から近代へ
 １　開国と幕末の動乱
 ２　幕府の滅亡と新政府の発足

【知識及び技能】
・対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新
政権の成立などを基に，近世から近代への時代
の転換を理解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化，政
治・経済の変化と思想への影響などに着目し
て，近世から近代の国家・社会の変容を多面
的・多角的に考察し，表現することができた
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・歴史資料の特性を踏まえ，資料から読み取れ
る情報から，近代の特色について多面的・多角
的に考察し，仮説を表現する活動に主体的に取
り組むことができたか。

○ ○ ○

6○

6

１
学
期

【知識及び技能】
・幕藩体制の変容，近世の庶民の生
活と文化の特色，近代化の基盤の形
成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・近世への変容を多面的・多角的に
考察し，歴史に関わる諸事象の解釈
や歴史の画期などを根拠を示して表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

○ 1

【知識及び技能】
・近世から近代への時代の転換を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・欧米諸国の進出によるアジア諸国
の変化，政治・経済の変化と思想へ
の影響などに着目し，近世から近代
の国家・社会の変容を多面的・多角
的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・歴史資料の特性を踏まえ，資料か
ら読み取れる情報から，近代の特色
について多面的・多角的に考察し，
仮説を表現する活動に主体的に取り
組む。

第10章　幕藩体制の動揺
 ３　幕府の衰退と近代への道

【知識及び技能】
・幕藩体制の変容，近世の庶民の生活と文化の
特色，近代化の基盤の形成を理解することがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・近世の国家・社会の変容について，事象の意
味や意義，関係性などを多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期な
どを根拠を示して表現できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組めたか。

○ ○

定期考査
○



これまで学習した内容をもとに大学入試問題を
解く。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

これまでの学習を振り返りながら、
自分のなかで知識を再構築する。

問題演習

定期考査
○ ○ 1

○ 6

【知識及び技能】
・第二次世界大戦に至る過程及び大
戦中の政治・社会，国民生活の変容
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・第二次世界大戦と日本の動向の関
わりについて，事象の意味や意義，
関係性などを多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴
史の画期などを根拠を示して表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第15章　恐慌と第二次世界大戦
 １　恐慌の時代
 ２　軍部の台頭
 ３　第二次世界大戦

【知識及び技能】
・恐慌と国際関係，軍部の台頭と対外政策，戦
時体制の強化と第二次世界大戦の展開などを基
に，第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政
治・社会，国民生活の変容を理解することがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・第二次世界大戦と日本の動向の関わりについ
て，多面的・多角的に考察し，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示して表
現することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○ ○ 10

合計

84

３
学
期

【知識及び技能】
・国際社会との関係の変容や，産業
の発展の影響や大衆社会・文化の形
成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治の展開と国際的地位の確
立，第一次世界大戦前後の対外政策
や国内経済，国民の政治参加の拡大
について，多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴
史の画期などを根拠を示して表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究した
り解決したりする活動に主体的に取
り組む。

第14章　近代の産業と生活
 １　近代産業の発展
 ２　近代文化の発達

【知識及び技能】
・国際社会との関係の変容や，産業の発展の影
響や大衆社会・文化の形成を理解することがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・政党政治の展開と国際的地位の確立，第一次
世界大戦前後の対外政策や国内経済，国民の政
治参加の拡大について，事象の意味や意義，関
係性などを多面的・多角的に考察し，歴史に関
わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示
して表現することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・諸資料を活用し，課題を追究したり解決した
りする活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 3 組～5組、 7、 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 日本史特講
地理歴史科 日本史特講 2

日本史特講

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合
的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
読み取る技能を身に付ける。

歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と
文化の特色などを，多面的・多角的に考察した
り，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力，考察，構想したこと
を効果的に説明し，議論したりする力を養う。

歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい
社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよう
とする態度を養うとともに，多面的・多角的な
考察や深い理解を深める。

『日本史探究　詳説日本史  』(山川出版社）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】２学年で学習した事柄の知識をさらに深め、テーマ史別に整理する力をつける。

史料やグラフ等の史資料を読み取り、根拠を示して論理的な説明ができるようになる。

現代の諸課題と歴史との関係を考察することで歴史的思考力と資質を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

文化史２
【知識及び技能】
桃山文化を受け継ぎながらも新しい
武家社会の到来を示す寛永期の文化
が成立したことについて、諸資料か
ら情報を収集して読み取る技能を身
につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
アジアの国際情勢の変化に着目し
て、江戸幕府による貿易統制、禁教
の徹底や、琉球・朝鮮・蝦夷地との
交易などについて多面的・多角的に
考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
江戸幕府の鎖国政策について、鎖国
後の貿易関係の在り方も含めてその
影響と歴史的意義について、主体的
に追究しようとしている。

・桃山文化から寛永期の文化を、
戦乱の世から幕藩体制成立までの
時代背景を踏まえて理解する。

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

文化史１
【知識及び技能】
中世のにおける多様な文化の形成や
融合について、諸資料から情報を収
集して読み取る技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
当時の政治や経済の動向、各地の村
落や都市の発達、東アジアとの交流
との関係を多面的・多角的に考察
し、根拠を明らかにして表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
室町文化の特徴について、鎌倉時代
や現代との比較を通じて類似点や差
異を見出そうとしている。

・公家や武家、庶民などの文化の
形成や融合を踏まえて、日本の伝
統文化の原型が形成された室町期
の文化的な特色について考察す
る。
・室町時代の時期ごとの芸術・宗
教の特色や、それらが庶民や地方
へ広がっていったことを考察す
る。

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○ ○ 8

7

文化史３
【知識及び技能】
都市の発達と文化の担い手との関係
などに着目して、17世紀の文化の特
徴などについて、諸資料から情報を
読み取る技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
近世前期における幕府の統治政策や
藩財政の推移と文化との関係につい
て、多面的・多角的に考察し、表現
している。
【学びに向かう力、人間性等】
幕藩体制が安定していくなかでの経
済の動向と上方の豪商との関係性を
踏まえ、17世紀の文化の特色を明ら
かにしようとしている。

・経済発展と幕政の安定を背景
に、上方の豪商を中心に町人文化
が形成されたことを理解する。
・儒学の特色を理解し、その発達
が他の学問に与えた影響を考察す
る。

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○ ○

○ 8

文化史４
【知識及び技能】
近現代の文化
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・18～19世紀の文化について、学
問・思想・教育・文学・美術の新
たな展開に着目し、都市の民衆を
中心とする芸能や生活文化の特色
を理解するとともに、江戸と地方
の文化的交流にも留意して考察す
る。

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○



文化史５
【知識及び技能】
国家主義的な思想の形成、実証的な
学問研究の風潮、欧米の科学技術の
導入、教育の普及・拡充について、
諸資料から情報を読み取る技能を身
につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
学問・芸術・出版・マス゠メディア
の発展について諸資料から情報を読
み取り、近代文化の形成を踏まえて
考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
近代の文化に関わる政府と国民の動
向を考察することを通じて、近代文
化の特色を主体的に追究しようとし
ている。

・西洋文化の積極的な流入と、伝
統的な文化が接触し近代文化が成
立したことに着目し、欧米思想の
影響や生活の変化について考察す
る。

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○ ○ 15

12

1

現代史１
【知識及び技能】
第二次大戦前後の政治や社会の類似
と相違などに着目して、戦後の諸改
革の内容と日本国憲法の制定に関わ
る諸資料を読み取り、占領政策と諸
改革について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
地域社会の変容にも留意しながら、
占領前後の社会や思想・文化などを
比較・考察し、その結果を、根拠を
明確にして表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
連合国による日本占領機構の特色や
その目的を考察することを通じて、
戦後改革がどのような社会の枠組み
を形成したのか、現代の日本との関
係性を踏まえながら、主体的に追究
しようとしている。

・連合軍の日本占領の目的が非軍
事化と民主化であったことを踏ま
え、目的に沿ってどのような政策
が展開されたのかを理解し、諸政
策がその後の日本社会にどのよう
な影響をもたらしたのか、考察す
る。
・国際情勢の変化と関連づけて、
アメリカが日本の国際社会への復
帰を推進し、日米安全保障条約に
よる新たな日米関係が成立したこ
とを考察する。

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○ ○ 10

現代史２
【知識及び技能】
保守合同による自由民主党の成立か
ら、経済成長を背景とする安定した
保守政権の誕生に至る経緯や、戦後
の日本経済の成長や、高度成長期の
国民生活や地域社会の変化につい
て、諸資料から適切に情報を読み取
り、理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
外交事案がもたらした課題や日本の
経済復興や高度成長、様々な社会問
題の発生について多面的・多角的に
考察し、その結果を表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
55年体制の歴史的意義や、1960年代
における保守政権の安定化を考察
し、高度経済成長がもたらした国内
的・国際的な日本の変化を踏まえて
学習を振り返り、国内政治・経済の
課題を主体的に見出そうとしてい
る。

定期考査
○ ○

【知識・技能】
小テスト
【思考・判断・表現】
観察・グループワーク課題
【主体的に学習に取り組む態度】
観察・グループワーク課題

○ ○ ○

２
学
期

70

３
学
期

1

合計

定期考査 ○ ○

・冷戦構造のなかで日本が国際社
会に復帰したことについて、日本
の国際連合への加盟、アメリカ・
中華人民共和国・大韓民国との関
係に着目して、独立回復後の日本
の動きを考察する。
・1970年代の米中の国交正常化、
ベトナム戦争の終結、第４次中東
戦争による石油危機などの情勢の
下、日本が外交的には中国との国
交正常化を実現し、高度成長路線
を修正しながら引き続き経済成長
を維持しようとしたことについて
考察する。
・1980年代末以降、冷戦終結に
よって、東欧を中心に大きな変動
がおこり、国際政治の枠組みが大
きく変化したことを理解する。



高等学校（３年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 2 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

３
学
期

○ ○ ○ 6

1

15

1

合計
70

総合演習
【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的
に学習に取り組む態度】
上記目標を同様に扱う。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り
組む態度】
上記規準を同様に扱う。

指導事項
・総合問題

教材
・教科書
・問題集
・プリント

２
学
期

定期考査

式と曲線
【知識・技能】
・放物線，楕円，双曲線が二次式で表されるこ
と，それらの二次曲線の基本性質を理解するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・放物線，楕円，双曲線を相互に関連付けて捉
え考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・二次曲線が日常の事象を数学的に捉えること
に有用であることを理解し、問題解決に活用す
ることができる。

指導事項
・複素数平面
・複素数の極形式
・ド・モアブルの定理
・複素数と図形

教材
・教科書
・問題集
・プリント

定期考査

複素数平面
【知識・技能】
・複素数平面と複素数の極形式，実数倍，など
の意味を理解できる。
【思考・判断・表現】
・複素数平面における図形の移動など関連付け
て，演算や累乗根などの意味を考察することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複素数平面の定義から，複素数の和，差や実
数倍などが複素数平面上で何を意味するか自ら
考察することができる。

【知識・技能】
・複素数の絶対値の定義を理解し，与えられた複素数の絶対
値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・1つの複素数が複素数平面上で1つの点を表すことを理解
し，点を複素数平面上に表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複素数平面の定義から，複素数の和，差や実数倍などが複
素数平面上で何を意味するか自ら考察しようとする。

指導事項
・放物線，楕円，双曲線
・２次曲線の平行移動と直線
・２次曲線の性質
・曲線の媒介変数表示
・極座標と極方程式

教材
・教科書
・問題集
・プリント

【知識・技能】
・楕円が，2つの焦点からの距離の和が一定である点の軌跡
であることを理解している。
【思考・判断・表現】
・軌跡の考え方を用いて，放物線の方程式を導くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・放物線を，条件を満たす点の軌跡として捉えなおそうとす
る。

15

【知識・技能】
・空間図形の中で，等しいベクトルや逆ベクトルを探すこと
ができる。
【思考・判断・表現】
・空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で1通りに表され
る理由について，平面上のベクトルが2つのベクトルの線形
和で1通りに表されることから説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・平面上のベクトルの性質などが空間でも成り立つことか
ら，ベクトルの定義が次元によらないことに興味をもつ。

1

15

1

15

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し積極的に数学を活用する態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度を養う。

数学C

数学C数学

『NEXT　数学C  』(　数研出版　）

数学

数学的を活用し事象を考察し、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く問題に取り組む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理等を理解し、数学的に解釈し、表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学 数学C 2

態評価規準

・ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について
の基本概念や原理・法則を理解するとともに，数
学的に解釈し，表現・処理をすることができるよ
うにする。

・大きさと向きを持った量に着目し，演算法則
や図形的な意味を考察する力を養う。

指導項目・内容 思

【知識・技能】
・ベクトルの成分表示の仕組みを理解し，具体的なベクトル
を成分表示できる。また，そのベクトルの大きさを求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・ベクトルの平行条件を成分表示にも適用し，成分を定める
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の量で，向きと大きさをもつものがあることに興味を
もち，それをベクトルで表現しようとする。

知

指導事項
・ベクトルの演算，成分，内積
・位置ベクトル
・図形への応用
・図形のベクトルによる表示

教材
・教科書
・問題集
・プリント

指導事項
・空間の点
・空間のベクトル
・ベクトルの成分，内積
・図形への応用
・座標空間における図形

教材
・教科書
・問題集
・プリント

定期考査

定期考査

空間のベクトル
【知識・技能】
・座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡
張できることを理解する。
【思考・判断・表現】
・ベクトルやその内積の基本的な性質を用い
て，空間図形の性質を見出したり，多面的に考
察できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，ベクトルや内積の考えを問題解決に活用す
ることができる。

平面上のベクトル
【知識・技能】
・平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実
数倍，位置ベクトル，爆とるの成分表示につい
て理解すること。
【思考・判断・表現】
・次数などの演算法則と関連付けて，ベクトル
の演算法則を考察すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の量で，向きと大きさをもつものがある
ことに興味をもち，それをベクトルで表現でき
る。

単元の具体的な指導目標



高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 2 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○３
学
期

指導内容
・総合問題

教材
・教科書
・問題集
・プリント

合計
175

２
学
期

定期考査

指導事項
・微分係数と導関数
・いろいろな関数の導関数
・第ｎ次導関数
・曲線の方程式と導関数
・接線の方程式
・平均値の定理
・関数の値の変化，グラフ
・方程式，不等式での応用
・速度と加速度
・近似式

教材
・教科書
・問題集
・プリント

積分法とその応用
【知識・技能】
・不定積分，定積分の基本的な性質について理
解を深め，求めることができるようにする。
【思考・判断・表現】
・関数の式を多面的にみたり目的に応じて適切
に変形していろいろな関数の不定積分や定積分
を求める方法を考察できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・定積分を活用して，面積，体積，曲線の長さ
などを求められるようにし，またそれらを通じ
て定積分の理解をさらに深めるようにする。

【知識・技能】
・様々な関数の不定積分やその計算法則を導関数をもとにし
て考え，それをもとに不定積分を求められる。
【思考・判断・表現】
・定積分を面積として捉え，様々な事象の考察に活用できる
ようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・定積分を活用して，面積，体積，曲線の長さなどを求めら
れるようにし，またそれらを通じて定積分の理解をさらに深
める。

定期考査
指導事項
・不定積分と定積分
・置換積分法，部分積分法
・いろいろな関数の不定積分
・定積分と基本性質
・面積，体積，道のり，曲線の長さ

教材
・教科書
・問題集
・プリント

45

1

【知識・技能】
・微分係数や導関数の定義を理解し，導関数についての様々
な性質や公式を導くことができる。
【思考・判断・表現】
・連続性が微分可能性の必要条件であるが十分条件ではない
ことを具体的な関数を用いて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・導関数を，接線，関数の増減，グラフなどに活用できるよ
うにするとともに，積極的に導関数を活用しようとする姿勢
を養う。

1

1

40

数学Ⅲ数学

評価規準

極限，微分法及び積分法の概念・原理・法則を理
解し，数学的に表現・処理する技能を身に付ける
ようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限を考察
し，関数関係をより深く捉えて事象を的確に表
現し，数学的に考察する力を養う。

指導項目・内容

『NEXT　数学Ⅲ      』(　数研出版　）

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し積極的に数学を活用する態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度を養う。

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理等を理解し、数学的に解釈し、表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学 数学Ⅲ 5

数学

数学的を活用し事象を考察し、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く問題に取り組む態度を養う。

関数
【知識・技能】
・分数関数の定義域や漸近線などについて理解
し，簡単な分数関数のグラフをかくことができ
るようにする。
【思考・判断・表現】
・方程式の実数解とグラフの共有点の関係を正
しく理解し，それを分数関数に適用して共有点
の座標を求めることができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグ
ラフを活用できるようにする。

単元の具体的な指導目標 思

【知識・技能】
・分数関数の定義域や漸近線などについて理解し，簡単な分
数関数のグラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
・方程式の実数解とグラフの共有点の関係を正しく理解し，
それを分数関数に適用して共有点の座標を求めることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグラフを活用し
ようとする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

指導事項
・分数関数
・無理関数
・逆関数と合成関数

教材
・教科書
・問題集
・プリント

指導事項
・数列の極限
・無限等比数列
・無限級数
・関数の極限
・三角関数の極限
・関数の連続性

教材
・教科書
・問題集
・プリント

配当
時数

総合演習
【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的
に学習に取り組む態度】
上記目標を同様に扱う。

定期考査

定期考査
極限
【知識・技能】
・無限級数の収束，発散について理解し，無限
等比級数などの簡単な無限級数の和を求められ
るようにする。
【思考・判断・表現】
・式を多面的に捉えたり目的に応じて適切に変
形したりして，極限を求める方法を考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・様々な数列について，n が大きくなるときに
第 n 項がどのようになるかに興味をもち，積
極的に調べられるようにする。

微分法と微分法の応用
【知識・技能】
・微分可能性，関数の積及び商の導関数につい
て理解し，関数の和，差，積，商の導関数を求
められるようにする。
【思考・判断・表現】
・導関数の定義に基づき，三角関数，指数関
数，対数関数の導関数を考察できるようにす
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・導関数を，接線，関数の増減，グラフなどに
活用できるようにするとともに，積極的に導関
数を活用しようとする。

態

15

【知識・技能】
・数列の極限の概念を理解し，様々な数列の極限が求められ
る。
【思考・判断・表現】
・無限級数については，その極限と各項の極限との関係を理
解し，正しく考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・様々な数列について，n が大きくなるときに第 n 項がど
のようになるかに興味をもち，積極的に調べようとする。

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り
組む態度】
上記規準を同様に扱う。

1

40

30



高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

配当
時数

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を
解くことができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題
を解くことができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこと
ができるようになる。

定期考査

定期考査
【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を
解くことができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題
を解くことができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこと
ができるようになる

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を
解くことができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題
を解くことができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこと
ができるようになる。

態

30

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を解くことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題を解くことが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むことができる。

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を解くことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題を解くことが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むことができる。

1

45

20

数学

数学的を活用し事象を考察し、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く問題に取り組む態度を養う。

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を
解くことができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題
を解くことができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこと
ができるようになる。

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を解くことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題を解くことが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むことができる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

1
学
期

指導内容
・数と式の問題演習
・不等式と方程式の問題演習
・２次関数の問題演習
・図形と計量の問題演習
・入試レベル総合演習①
・集合と場合の数の問題演習
・確率の問題演習
・論理と集合の問題演習
・平面図形の問題演習
・入試レベル総合演習②

指導内容
・式と証明、複素数と方程式の問題演習
・図形と方程式の問題演習
・三角関数の問題演習
・指数関数と対数関数の問題演習
・微分法と積分法の問題演習
・入試レベル総合演習③

・数列の問題演習
・確率と統計の問題演習
・入試レベル総合演習④

・入試演習問題

数学演習① 5

数学演習①数学

評価規準

演習を通じて数学ⅠⅡ・数学ＡＢの範囲における
知識，技能の向上を図る。

演習を通して、理解を深め、数学的表現力をつ
ける。

指導項目・内容

NEXT　数学Ⅰ・Ⅱ、数学Ａ・Ｂ（数研出版）

【学びに向かう力、人間性等】

演習を通して、粘り強く問題に向かう力をつけ
る。

数学演習①

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理等を理解し、数学的に解釈し、表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学

45

1

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を解くことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題を解くことが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むことができる。

1

1

30

２
学
期

定期考査

指導内容
・入試問題演習

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を
解くことができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題
を解くことができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこと
ができるようになる。

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題を解くことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問題を解くことが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むことができる。

定期考査
指導内容
・入試問題演習

３
学
期

指導内容
・入試問題演習

合計
175



高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

文系数学特講①

○ ○

態

数学

評価規準

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

演習を通して、粘り強く問題に向かう力をつけ
る。

1

○

○

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解
し，問題を解くことができるように
なる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に
付け，問題を解くことができるよう
になる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取
り組むことができるようになる。

指導内容
・入試問題演習

２
学
期

定期考査

指導内容
・入試問題演習

定期考査

３
学
期

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解
し，問題を解くことができるように
なる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に
付け，問題を解くことができるよう
になる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取
り組むことができるようになる。

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題
を解くことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問
題を解くことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこ
とができる。

合計

70

○ 1

数学的を活用し事象を考察し、数学的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く問題に取り組む態度を養う。

30

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題
を解くことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問
題を解くことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこ
とができる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

１
学
期

1○ ○

○

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理等を理解し、数学的に解釈し、表現・処理する技能を身に付けるようにする。

数学 文系数学特講① 2

数学

高等学校　数学Ⅰ、数学Ａ（数研出版）

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解
し，問題を解くことができるように
なる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に
付け，問題を解くことができるよう
になる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取
り組むことができるようになる。

文系数学特講①

配当
時数

演習を通じて数学Ⅰ・数学Ａの範囲における知
識，技能の向上を図る。

演習を通して、理解を深め、数学的表現力をつ
ける。

○

指導内容
・数と式の問題演習
・不等式と方程式の問題演習
・２次関数の問題演習
・図形と計量の問題演習
・入試レベル総合演習①
・集合と場合の数の問題演習
・確率の問題演習
・論理と集合の問題演習
・平面図形の問題演習
・入試レベル総合演習②

指導項目・内容

定期考査

定期考査

6

【知識及び技能】
・演習を通じて各単元について理解し，問題
を解くことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演習を通じて数学的考え方を身に付け，問
題を解くことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・演習を通じて、粘り強く問題に取り組むこ
とができる。

○ ○ ○

○ ○ ○ 30
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高等学校（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 2 組 （理系）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

○

【知識及び技能】気体の体積，温度，圧力の間に存在させる関係
を理解し，知識を身に付けている。
実在気体と理想気体についてそれぞれ理解し，知識を身に付けて
いる。混合気体の全圧と分圧の関係について理解し，知識を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】グラフから読み取れる気体の性質
を一般式で記述させる能力を身に付けている。実在気体の挙動を
三態変化の観点から説明し，理想気体との違いを的確に表現させ
る。
観察実験の過程から，自らの考えを導き出した報告書を作成した
り，発表したりさせる。
【学びに向かう力、人間性等】気体の性質に主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりさせるなど，科学的に探究しようと
させる。学習課題に対して積極的に観察実験を行い，意欲的に探
究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第3章　気体
1.気体の体積
2.気体の状態方程式
3.混合気体の圧力
4.実在気体

入試問題総合演習

【知識及び技能】気体の体積，温度，圧力の間に存在する関
係を理解し，知識を身に付けている。
実在気体と理想気体についてそれぞれ理解し，知識を身に付
けている。混合気体の全圧と分圧の関係について理解し，知
識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】グラフから読み取れる気体の
性質を一般式で記述する能力を身に付けている。実在気体の
挙動を三態変化の観点から説明し，理想気体との違いを的確
に表現する。
観察実験の過程から，自らの考えを導き出した報告書を作成
したり，発表したりする。
【学びに向かう力、人間性等】気体の性質に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとする。学習課題に対して積極的に観察実験を行い，
意欲的に探究しようとする。

【知識及び技能】化学結合の種類と，それぞれの性質について理
解させることができるようにさせる。結晶の構造について理解さ
せることができるようにさせる。固体には，結晶とアモルファス
(非晶質，無定形固体)の2種類があることを理解させる。
アモルファスの性質を理解させることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】結晶構造について考えることがで
きるようにさせる。結晶の構造(体心立方格子，面心立方格子，
六方最密構造など)について考えることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】粒子の結びつきを調べようとさせ
る。固体の構造を調べようとさせる。アモルファスの性質につい
て振り返って，日常生活や社会に生かそうとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

○ ○ 2

【知識及び技能】構成粒子の熱運動と物質の三態変化を理解し，
知識を身に付けている。物質の融点沸点が分子間力や化学結合の
種類と関係し，粒子間に働く力が大きいほど高くなることを理解
させる。
ファンデルワールス力や水素結合について理解させる。平衡状態
の概念を理解し，知識を身に付けている。沸騰と飽和蒸気圧との
関係を理解し，知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】気体の圧力を，分子の熱運動と関
連づけて考察させる。気液平衡における構成粒子の挙動を平衡状
態の概念を踏まえて説明させる。観察実験の過程から，自らの考
えを導き出した報告書を作成したり，発表したりさせる。
【学びに向かう力、人間性等】物質の状態変化に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりさせるなど，科学的に探究し
ようとさせる。学習課題に対して積極的に観察実験を行い，意欲
的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第2章　物質の状態変化
1.粒子の熱運動
2.三態の変化とエネルギー
3.気液平衡と蒸気圧

入試問題総合演習

【知識及び技能】構成粒子の熱運動と物質の三態変化を理解
し，知識を身に付けている。物質の融点沸点が分子間力や化
学結合の種類と関係し，粒子間に働く力が大きいほど高くな
ることを理解する。
ファンデルワールス力や水素結合について理解する。平衡状
態の概念を理解し，知識を身に付けている。沸騰と飽和蒸気
圧との関係を理解し，知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】気体の圧力を，分子の熱運動
と関連づけて考察する。気液平衡における構成粒子の挙動を
平衡状態の概念を踏まえて説明する。観察実験の過程から，
自らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】物質の状態変化に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとする。学習課題に対して積極的に観察実験を行
い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 2

第1章　固体の構造
1.結晶とアモルファス
2.金属結晶
3.イオン結晶
4.分子間力と分子結晶
5.共有結合の結晶

入試問題総合演習

【知識及び技能】化学結合の種類と，それぞれの性質につい
て理解することができる。結晶の構造について理解すること
ができる。固体には，結晶とアモルファス(非晶質，無定形
固体)の2種類があることを理解することができる。
アモルファスの性質を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】結晶構造について考えること
ができる。結晶の構造(体心立方格子，面心立方格子，六方
最密構造など)について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】粒子の結びつきを調べようと
する。固体の構造を調べようとする。アモルファスの性質に
ついて振り返って，日常生活や社会に生かそうとする。

○ ○ 2

理科

基本的知識をもとに考え推測したことを、文章や図表などで表現することができる。

自然現象に関心を持ち、自ら調べ疑問を解決する態度とスキルを育成する。

2

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】ダニエル電池や鉛蓄電池，燃料電池等の構
造や反応を知り，電池のしくみを理解することができる。鉛
板と硫酸，乾電池を用いて，鉛蓄電池の仕組みを調べること
ができる。電気分解における陽極，陰極それぞれでの反応を
知り，電気分解の原理を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】電池は，酸化還元反応によっ
て電気エネルギーを取り出す仕組みであることを考えること
ができる。また，ダニエル電池や代表的な電池の反応につい
て考えることができる。外部から加えた電気エネルギーに
よって，電極で酸化還元反応が起こることを理解する。ま
た，その反応に関与した物質の変化量と電気量との関係につ
いて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】化学エネルギーを電気エネル
ギーとして取り出したり，外部から加えた電気エネルギーに
よって化学反応が起こったりする原理について調べようとす
る。実用一次電池と実用二次電池の例とその仕組みについて
調べようとする。電気分解の工業的利用について振り返っ
て，日常生活や社会に生かそうとする。

知

【知識及び技能】ダニエル電池や鉛蓄電池，燃料電池等の構造や
反応を知り，電池のしくみを理解させることができるようにさせ
る。鉛板と硫酸，乾電池を用いて，鉛蓄電池の仕組みを調べるこ
とができるようにさせる。電気分解における陽極，陰極それぞれ
での反応を知り，電気分解の原理を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】電池は，酸化還元反応によって電
気エネルギーを取り出す仕組みであることを考えることができる
ようにさせる。また，ダニエル電池や代表的な電池の反応につい
て考えることができるようにさせる。外部から加えた電気エネル
ギーによって，電極で酸化還元反応が起こることを理解させる。
また，その反応に関与した物質の変化量と電気量との関係につい
て考えることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】化学エネルギーを電気エネルギー
として取り出したり，外部から加えた電気エネルギーによって化
学反応が起こったりさせる原理について調べようとさせる。実用
一次電池と実用二次電池の例とその仕組みについて調べようとさ
せる。電気分解の工業的利用について振り返って，日常生活や社
会に生かそうとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第２節　電池・電気分解
1.電池
2.電気分解
3.電気分解の応用

入試問題総合演習

○ ○ ○

【知識及び技能】

化学の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，科
学的に探究するために必要な観察，実験などに関する操作
や記録などの技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

化学的な事物・現象から問題を見いだし，見通し
をもって観察，実験などを行い，得られた結果を
分析して解釈し，表現するなど，科学的に探究す
る。

【学びに向かう力、人間性等】

化学的な事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとする。

化学演習(理系必選)

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活で見られる自然現象を、科学的体系的に捉えていく基本的技能と知識を身に着ける。

理科 化学演習(理系必選) 4

態

化学演習(理系必選)理科

評価規準指導項目・内容

『高等学校　 化学  』(　数研出版）



【知識及び技能】溶解のしくみについて，溶媒と溶質の組合せに
よって溶解のしやすさが異なることを粒子モデルと関連付けて理
解させる。気体の溶解度について，ヘンリーの法則を理解させ
る。希薄溶液の性質について，溶媒との違いを理解させる。コロ
イド粒子とコロイド溶液に関させる知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】溶解度の定義を正しく理解し，再
結晶によって物質を精製できるようにさせる原理を考察し，説明
させる。凝固点降下と質量モル濃度との関係を見いだし，説明さ
せる。透析によってコロイド溶液を精製できるようにさせる原理
を考察し，説明させる。観察実験の過程から，自らの考えを導き
出した報告書を作成したり，発表したりさせる。
【学びに向かう力、人間性等】溶液の性質に主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりさせるなど，科学的に探究しようと
させる。学習課題に対して積極的に観察実験を行い，意欲的に探
究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第4章　溶液
1.溶解とそのしくみ
2.溶解度
3.希薄溶液の性質

入試問題総合演習

○

定期考査
〇

○ ○ ○ 1

【知識及び技能】化学平衡とは何か，また，条件変化による平衡
移動について理解させることができるようにさせる。濃度の変化
で平衡がどのように移動させるか調べることができるようにさせ
る。温度の変化で平衡がどのように移動させるか調べることがで
きるようにさせる。電離定数をもとにして，電離平衡について理
解させることができるようにさせる。弱酸の水溶液の濃度とpHの
関係から，電離定数を調べることができるようにさせる。硫酸ア
ンモニウムと水酸化ナトリウムを用い，アンモニアの遊離を確認
させることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】可逆反応を平衡定数で表すこと，
ルシャトリエの原理をもとに化学平衡の移動について考えること
ができるようにさせる。水のイオン積とpH，弱酸や弱塩基の電離
平衡を電離定数をもとに求めることができるようにさせる。ま
た，平衡移動の考え方をもとに，緩衝液や塩の加水分解，難溶性
塩の溶解について説明できるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】化学平衡の状態やそのときの各成
分の量的関係，条件の変化に伴う量的変化などについて調べよう
とさせる。緩衝液やpHについて振り返って，日常生活や社会に生
かそうとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第4章　化学平衡
1.可逆反応と化学平衡
2.平衡状態の変化
3.電解質水溶液の化学平衡

入試問題総合演習

【知識及び技能】化学平衡とは何か，また，条件変化による
平衡移動について理解することができる。濃度の変化で平衡
がどのように移動するか調べることができる。温度の変化で
平衡がどのように移動するか調べることができる。電離定数
をもとにして，電離平衡について理解することができる。弱
酸の水溶液の濃度とpHの関係から，電離定数を調べることが
できる。硫酸アンモニウムと水酸化ナトリウムを用い，アン
モニアの遊離を確認することができる。
【思考力、判断力、表現力等】可逆反応を平衡定数で表すこ
と，ルシャトリエの原理をもとに化学平衡の移動について考
えることができる。水のイオン積とpH，弱酸や弱塩基の電離
平衡を電離定数をもとに求めることができる。また，平衡移
動の考え方をもとに，緩衝液や塩の加水分解，難溶性塩の溶
解について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】化学平衡の状態やそのときの
各成分の量的関係，条件の変化に伴う量的変化などについて
調べようとする。緩衝液やpHについて振り返って，日常生活
や社会に生かそうとする。

○ ○ ○

【知識及び技能】物質の状態と粒子の熱運動について理解させる
ことができるようにさせる。状態変化と平衡について理解させる
ことができるようにさせる。
外圧によって水の沸点が変化させることを，観察を通じ理解させ
ることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】状態変化に伴うエネルギーの出入
りを考えることができるようにさせる。また，融解熱や蒸発熱，
気液平衡や蒸気圧について考えることができるようにさせる。
物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と関連づけて考えること
ができるようにさせる。状態間の平衡と温度や圧力との関係につ
いて考えることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】物質の状態とその変化を，構成粒
子の存在状態とエネルギーの関係について調べようとさせる。状
態間の平衡と温度や圧力との関係について理解しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第3章　化学反応の速さとしくみ
1.化学反応の速さ
2.反応条件と反応速度
3.化学反応のしくみ

入試問題総合演習

【知識及び技能】溶解のしくみについて，溶媒と溶質の組合
せによって溶解のしやすさが異なることを粒子モデルと関連
付けて理解する。気体の溶解度について，ヘンリーの法則を
理解する。希薄溶液の性質について，溶媒との違いを理解す
る。コロイド粒子とコロイド溶液に関する知識を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】溶解度の定義を正しく理解
し，再結晶によって物質を精製できる原理を考察し，説明す
る。凝固点降下と質量モル濃度との関係を見いだし，説明す
る。透析によってコロイド溶液を精製できる原理を考察し，
説明する。観察実験の過程から，自らの考えを導き出した報
告書を作成したり，発表したりする。
【学びに向かう力、人間性等】溶液の性質に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとする。学習課題に対して積極的に観察実験を行い，
意欲的に探究しようとする。

【知識及び技能】化学反応や状態変化が起こるとき，物質のもつ
エネルギーが変化させることを理解させる。化学反応や状態変化
に伴うエンタルピー変化を熱化学方程式を用いて表す方法を身に
付けている。ヘスの法則を理解し，いくつかの熱化学方程式か
ら，新たな反応熱を求める知識を身に付けている。化学反応に
は，反応前後における物質のもつ化学エネルギーの差が光の発生
や吸収となって現れる反応があることを理解させる。吸熱反応が
自発的に進む要因として，エントロピーが増大させる方向に反応
が進むことを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】状態変化に伴うエネルギーの出入
りを考えることができるようにさせる。また，融解熱や蒸発熱，
気液平衡や蒸気圧について考えることができるようにさせる。物
質の沸点，融点を分子間力や化学結合と関連づけて考えることが
できるようにさせる。状態間の平衡と温度や圧力との関係につい
て考えることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】物質の状態とその変化を，構成粒
子の存在状態とエネルギーの関係について調べようとさせる。状
態間の平衡と温度や圧力との関係について理解しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第1章　化学反応とエネルギー
1.化学反応と熱
2.ヘスの法則
3.化学反応と光

入試問題総合演習

【知識及び技能】化学反応や状態変化が起こるとき，物質の
もつエネルギーが変化することを理解する。化学反応や状態
変化に伴うエンタルピー変化を熱化学方程式を用いて表す方
法を身に付けている。ヘスの法則を理解し，いくつかの熱化
学方程式から，新たな反応熱を求める知識を身に付けてい
る。化学反応には，反応前後における物質のもつ化学エネル
ギーの差が光の発生や吸収となって現れる反応があることを
理解する。吸熱反応が自発的に進む要因として，エントロ
ピーが増大する方向に反応が進むことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】状態変化に伴うエネルギーの
出入りを考えることができる。また，融解熱や蒸発熱，気液
平衡や蒸気圧について考えることができる。物質の沸点，融
点を分子間力や化学結合と関連づけて考えることができる。
状態間の平衡と温度や圧力との関係について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】物質の状態とその変化を，構
成粒子の存在状態とエネルギーの関係について調べようとす
る。状態間の平衡と温度や圧力との関係について理解しよう
とする。

○ ○ ○ 2

○ ○ 2

〇 〇 1

【知識及び技能】物質の状態と粒子の熱運動について理解す
ることができる。状態変化と平衡について理解することがで
きる。
外圧によって水の沸点が変化することを，観察を通じ理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】状態変化に伴うエネルギーの
出入りを考えることができる。また，融解熱や蒸発熱，気液
平衡や蒸気圧について考えることができる。
物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と関連づけて考える
ことができる。状態間の平衡と温度や圧力との関係について
考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】物質の状態とその変化を，構
成粒子の存在状態とエネルギーの関係について調べようとす
る。状態間の平衡と温度や圧力との関係について理解しよう
とする。

2

１
学

【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれぞれ
の特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊
かにさせることを、理解させる。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学
技術の基盤となっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物質，有
機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術
の発展について，科学的な根拠にもとづいて考察させる。今後の
発展が期待されている化学とその応用について，具体的な事例を
調べ，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築く未
来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさせるな
ど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対して積極的に
観察・実験を行い，意欲的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

入試問題総合演習 【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれ
ぞれの特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や
社会を豊かにさせることを、理解している。化学の成果がさ
まざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学技術の基盤
となっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物
質，有機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目し
て，科学技術の発展について，科学的な根拠にもとづいて考
察している。今後の発展が期待されている化学とその応用に
ついて，具体的な事例を調べ，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築
く未来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさ
せるなど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対し
て積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとしてい
る。

〇 〇 〇 8



【知識及び技能】アルコールとエーテルの性質，反応について理
解させることができるようにさせる。アルコールの炭素原子数と
溶解性の関係を調べることができるようにさせる。アルデヒドと
ケトンの性質，反応について理解させることができるようにさせ
る。アルコールの反応とその酸化生成物の性質についてエタノー
ル，ナトリウム，銅線を使って実験させることができるようにさ
せる。カルボン酸の性質，反応について理解させることができる
ようにさせる。エステルと油脂の性質，反応について理解させる
ことができるようにさせる。エステルを合成し，その性質を調べ
ることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】アルコールの分類や性質とエーテ
ルの性質を考えることができるようにさせる。アルデヒドの性質
とケトンの性質について考えることができるようにさせる。カル
ボン酸の構造や性質，光学異性体について考えることができるよ
うにさせる。エステルや油脂の構造，性質について考えることが
できるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】酸素を含む有機化合物であるアル
コールやエーテルについて，構造や性質を調べようとさせる酸素
を含む有機化合物であるアルデヒド，ケトンについて，構造や性
質を調べようとさせる。酸素を含む有機化合物であるカルボン酸
について，構造や性質を調べようとさせる。酸素を含む有機化合
物であるエステルと油脂について，構造や性質を調べようとさせ
る。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第3章　アルコールと関連化合物
1.アルコールとエーテル
2.アルデヒドとケトン
3.カルボン酸
4.エステルと油脂

入試問題総合演習

【知識及び技能】アルコールとエーテルの性質，反応につい
て理解することができる。アルコールの炭素原子数と溶解性
の関係を調べることができる。アルデヒドとケトンの性質，
反応について理解することができる。アルコールの反応とそ
の酸化生成物の性質についてエタノール，ナトリウム，銅線
を使って実験することができる。カルボン酸の性質，反応に
ついて理解することができる。エステルと油脂の性質，反応
について理解することができる。エステルを合成し，その性
質を調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】アルコールの分類や性質と
エーテルの性質を考えることができる。アルデヒドの性質と
ケトンの性質について考えることができる。カルボン酸の構
造や性質，光学異性体について考えることができる。エステ
ルや油脂の構造，性質について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】酸素を含む有機化合物である
アルコールやエーテルについて，構造や性質を調べようとす
る酸素を含む有機化合物であるアルデヒド，ケトンについ
て，構造や性質を調べようとする。酸素を含む有機化合物で
あるカルボン酸について，構造や性質を調べようとする。酸
素を含む有機化合物であるエステルと油脂について，構造や
性質を調べようとする。

○

【知識及び技能】飽和炭化水素とその性質，反応について理解さ
せることができるようにさせる。不飽和炭化水素とその性質，反
応について理解させることができるようにさせる。飽和炭化水素
と不飽和炭化水素の反応性の違いを，それぞれの化合物と臭素の
反応から調べることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連づけて考えることができるようにさせる。官能基をもつ
脂肪族化合物の性質や反応について考えることができるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】有機化合物の基本的な化合物であ
る炭化水素のうち，鎖式炭化水素と脂環式炭化水素の構造と性質
を調べようとさせる。不飽和炭化水素や，官能基をもつ脂肪族化
合物の構造と性質を調べようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第2章　脂肪族炭化水素
1.飽和炭化水素
2.不飽和炭化水素

入試問題総合演習

【知識及び技能】飽和炭化水素とその性質，反応について理
解することができる。不飽和炭化水素とその性質，反応につ
いて理解することができる。飽和炭化水素と不飽和炭化水素
の反応性の違いを，それぞれの化合物と臭素の反応から調べ
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】脂肪族炭化水素の性質や反応
を構造と関連づけて考えることができる。官能基をもつ脂肪
族化合物の性質や反応について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】有機化合物の基本的な化合物
である炭化水素のうち，鎖式炭化水素と脂環式炭化水素の構
造と性質を調べようとする。不飽和炭化水素や，官能基をも
つ脂肪族化合物の構造と性質を調べようとする。

○

○ ○ ○ 4

【知識及び技能】有機化合物の特徴と分類について理解させるこ
とができるようにさせる。有機化合物の分析について理解させる
ことができるようにさせる。砂糖に含まれる元素を調べることが
できるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】有機化合物の特徴と分類を考える
ことができるようにさせる。元素分析により，組成式･分子式･構
造式が決定されることについて考えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】有機化合物の一般的な性質や構造
を理解し，分類や分析の仕方を調べようとさせる。成分元素の検
出について振り返って，日常生活や社会に生かそうとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

○

【知識及び技能】芳香族炭化水素の性質，反応について理解させ
ることができるようにさせる。酸素を含む芳香族化合物の性質，
反応について理解させることができるようにさせる。フェノール
の性質と，フェノール類であるサリチル酸の反応を調べることが
できるようにさせる。窒素を含む芳香族化合物の性質，反応につ
いて理解させることができるようにさせる。アニリンの性質を調
べることができるようにさせる。有機化合物の分離について理解
させることができるようにさせる。芳香族化合物を混合溶液から
分離して調べることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】芳香族炭化水素の構造，性質や反
応を考えることができるようにさせる。酸素を含む芳香族化合物
(フェノール類，芳香族カルボン酸など)の構造，性質や反応につ
いて考えることができるようにさせる。窒素を含む芳香族化合物
(芳香族アミンなど)の構造，性質や反応について考えることがで
きるようにさせる。有機化合物の性質を利用し，混合溶液の分離
を考えることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】芳香族炭化水素の性質を調べよう
とさせる。酸素を含む芳香族化合物の性質を調べようとさせる。
窒素を含む芳香族化合物の性質を調べようとさせる。染料につい
て振り返って，日常生活や社会に生かそうとさせる。有機化合物
の分離方法について調べようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第4章　芳香族化合物
1.芳香族炭化水素
2.フェノール類と芳香族カルボン酸
3.芳香族アミンとアゾ化合物
4.有機化合物の分離

入試問題総合演習

【知識及び技能】芳香族炭化水素の性質，反応について理解
することができる。酸素を含む芳香族化合物の性質，反応に
ついて理解することができる。フェノールの性質と，フェ
ノール類であるサリチル酸の反応を調べることができる。窒
素を含む芳香族化合物の性質，反応について理解することが
できる。アニリンの性質を調べることができる。有機化合物
の分離について理解することができる。芳香族化合物を混合
溶液から分離して調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】芳香族炭化水素の構造，性質
や反応を考えることができる。酸素を含む芳香族化合物
(フェノール類，芳香族カルボン酸など)の構造，性質や反応
について考えることができる。窒素を含む芳香族化合物(芳
香族アミンなど)の構造，性質や反応について考えることが
できる。有機化合物の性質を利用し，混合溶液の分離を考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】芳香族炭化水素の性質を調べ
ようとする。酸素を含む芳香族化合物の性質を調べようとす
る。窒素を含む芳香族化合物の性質を調べようとする。染料
について振り返って，日常生活や社会に生かそうとする。有
機化合物の分離方法について調べようとする。

○ ○ 2
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【知識及び技能】有機化合物の特徴と分類について理解する
ことができる。有機化合物の分析について理解することがで
きる。砂糖に含まれる元素を調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】有機化合物の特徴と分類を考
えることができる。元素分析により，組成式･分子式･構造式
が決定されることについて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】有機化合物の一般的な性質や
構造を理解し，分類や分析の仕方を調べようとする。成分元
素の検出について振り返って，日常生活や社会に生かそうと
する。

○

【知識及び技能】高分子化合物の分類と特徴について理解させる
ことができるようにさせる。糖類について理解させることができ
るようにさせる。グルコースや氷砂糖，デンプン溶液を用いて化
学的性質を調べることができるようにさせる。タンパク質につい
て理解させることができるようにさせる。タンパク質中の窒素や
硫黄を検出し，タンパク質の構成元素を調べ，タンパク質の呈色
反応や変性などの化学的性質を調べることができるようにさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】高分子化合物の分類，合成及び特
徴を考えることができるようにさせる。糖の種類と構造，性質に
ついて考えることができるようにさせる。タンパク質を構成させ
る主なアミノ酸の種類や，構造，性質を考えることができるよう
にさせる。また，タンパク質の高次構造や性質について考えるこ
とができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】生活や生命に関わる高分子化合物
の基礎的な分類，特徴を調べようとさせる。デンプンやセルロー
スなどの天然高分子化合物と，それを構成させる化合物の構造や
性質について，化学的に調べようとさせる。タンパク質と，それ
を構成させる化合物の構造や性質について，化学的に調べようと
させる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第1章　高分子化合物の性質
1.高分子化合物の構造と性質
第2章　天然高分子化合物
1.糖類
2.アミノ酸とタンパク質

入試問題総合演習

【知識及び技能】高分子化合物の分類と特徴について理解す
ることができる。糖類について理解することができる。グル
コースや氷砂糖，デンプン溶液を用いて化学的性質を調べる
ことができる。タンパク質について理解することができる。
タンパク質中の窒素や硫黄を検出し，タンパク質の構成元素
を調べ，タンパク質の呈色反応や変性などの化学的性質を調
べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】高分子化合物の分類，合成及
び特徴を考えることができる。糖の種類と構造，性質につい
て考えることができる。タンパク質を構成する主なアミノ酸
の種類や，構造，性質を考えることができる。また，タンパ
ク質の高次構造や性質について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】生活や生命に関わる高分子化
合物の基礎的な分類，特徴を調べようとする。デンプンやセ
ルロースなどの天然高分子化合物と，それを構成する化合物
の構造や性質について，化学的に調べようとする。タンパク
質と，それを構成する化合物の構造や性質について，化学的
に調べようとする。

○ ○ ○

○ ○ 4

第1章　有機化合物の分類と分析
1.有機化合物の特徴と分類
2.有機化合物の分析

入試問題総合演習

○ 2



〇 〇 〇 22

第2章　金属元素（I）-典型元素-
1.アルカリ金属元素
2.アルカリ土類金属元素
3.アルミニウム・スズ・鉛

○

1

第3章　金属元素（II）-遷移元素-
1.遷移元素の特徴
2.鉄
3.銅
4.銀・金
5.亜鉛
6.クロム・マンガン
7.その他の遷移金属
8.金属イオンの分離・確認
入試問題総合演習

定期考査
〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 1

【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれぞれ
の特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊
かにさせることを、理解させる。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学
技術の基盤となっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物質，有
機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術
の発展について，科学的な根拠にもとづいて考察させる。今後の
発展が期待されている化学とその応用について，具体的な事例を
調べ，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築く未
来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさせるな
ど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対して積極的に
観察・実験を行い，意欲的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

【知識及び技能】周期表の位置と元素の分類との関係及び，性質
との関係について理解させることができるようにさせる。電子の
軌道と周期表の関係について理解させることができるようにさせ
る。各単体とその化合物について性質について理解させることが
できるようにさせる。金属イオンを分離し，確認させる方法につ
いて理解させることができるようにさせる。
金属イオンを分離の方法について，調べることができるようにさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】元素の性質を周期表の位置と関連
づけて考えることができるようにさせる。各単体やその化合物の
性質を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考え
ることができるようにさせる。金属陽イオンが特定の陰イオンと
の反応により分離できるようにさせることを，理由を述べて表現
させることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】周期表について学び，元素の分類
について考えたり，調べたりしようとさせる。単体及び化合物に
ついて，それらの反応や性質を考えたり，調べたりしようとさせ
る。金属イオンの分離の方法について調べようとさせる。以上に
ついて、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

4

【知識及び技能】周期表の位置と元素の分類との関係及び，
性質との関係について理解することができる。電子の軌道と
周期表の関係について理解することができる。各単体とその
化合物について性質について理解することができる。金属イ
オンを分離し，確認する方法について理解することができ
る。
金属イオンを分離の方法について，調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】元素の性質を周期表の位置と
関連づけて考えることができる。各単体やその化合物の性質
を，電子配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけて考え
ることができる。金属陽イオンが特定の陰イオンとの反応に
より分離できることを，理由を述べて表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】周期表について学び，元素の
分類について考えたり，調べたりしようとする。単体及び化
合物について，それらの反応や性質を考えたり，調べたりし
ようとする。金属イオンの分離の方法について調べようとす
る。

〇 〇 8

入試問題総合演習 【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれ
ぞれの特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や
社会を豊かにさせることを、理解している。化学の成果がさ
まざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学技術の基盤
となっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物
質，有機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目し
て，科学技術の発展について，科学的な根拠にもとづいて考
察している。今後の発展が期待されている化学とその応用に
ついて，具体的な事例を調べ，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築
く未来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさ
せるなど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対し
て積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとしてい
る。

○ ○

【知識及び技能】さまざまな物質がそれぞれの特徴を生かして人
間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊かにさせることを理
解させる。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学
技術の基盤となっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】無機物質，有機化合物，高分子化
合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術の発展について，科
学的な根拠にもとづいて考察させる。今後の発展が期待されてい
る化学とその応用について，具体的な事例を調べ，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】化学の築く未来に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりさせるなど，科学的に探究し
ようとさせる。・学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，
意欲的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

終章
化学とともに歩む

入試問題総合演習

【知識及び技能】さまざまな物質がそれぞれの特徴を生かし
て人間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊かにするこ
とを理解する。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい
科学技術の基盤となっていることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】無機物質，有機化合物，高分
子化合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術の発展につ
いて，科学的な根拠にもとづいて考察する。今後の発展が期
待されている化学とその応用について，具体的な事例を調
べ，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】化学の築く未来に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとする。・学習課題に対して積極的に観察・実験を
行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○

【知識及び技能】高分子化合物の合成について理解させることが
できるようにさせる。合成繊維について理解させることができる
ようにさせる。アジピン酸ジクロリドを用いてナイロン66を合成
させることができるようにさせる。プラスチックについて理解さ
せることができるようにさせる。ゴムについて理解させることが
できるようにさせる。生活で利用されている合成樹脂の種類，構
造，性質について理解させることができるようにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】合成高分子化合物の合成について
考えることができるようにさせる。合成高分子化合物の構造，性
質及び合成について考えることができるようにさせる。高分子材
料であるプラスチックの種類，性質を考えることができるように
させる。ゴムの種類，構造，性質を考えることができるようにさ
せる。生活で利用されている合成樹脂の種類，構造，性質を考え
ることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】高分子化合物の合成について振り
返って，日常生活や社会に生かそうとさせる。合成繊維の種類と
その性質について調べようとさせる。プラスチックの種類とその
性質について調べようとさせる。ゴムの種類とその性質について
調べようとさせる。生活で利用されている合成樹脂の種類，構
造，性質について調べようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

第3章　合成高分子化合物
1.合成繊維
2.合成樹脂
3.ゴム

入試問題総合演習

【知識及び技能】高分子化合物の合成について理解すること
ができる。合成繊維について理解することができる。アジピ
ン酸ジクロリドを用いてナイロン66を合成することができ
る。プラスチックについて理解することができる。ゴムにつ
いて理解することができる。生活で利用されている合成樹脂
の種類，構造，性質について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】合成高分子化合物の合成につ
いて考えることができる。合成高分子化合物の構造，性質及
び合成について考えることができる。高分子材料であるプラ
スチックの種類，性質を考えることができる。ゴムの種類，
構造，性質を考えることができる。生活で利用されている合
成樹脂の種類，構造，性質を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】高分子化合物の合成について
振り返って，日常生活や社会に生かそうとする。合成繊維の
種類とその性質について調べようとする。プラスチックの種
類とその性質について調べようとする。ゴムの種類とその性
質について調べようとする。生活で利用されている合成樹脂
の種類，構造，性質について調べようとする。

○ ○ 4

○ ○ ○ 4

第1章　非金属元素
1.元素の分類と周期表
2.水素・貴ガス元素
3.ハロゲン元素
4.酸素・硫黄
5.窒素・リン
6.炭素・ケイ素
入試問題総合演習

○

【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれぞれ
の特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊
かにさせることを、理解させる。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学
技術の基盤となっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物質，有
機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術
の発展について，科学的な根拠にもとづいて考察させる。今後の
発展が期待されている化学とその応用について，具体的な事例を
調べ，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築く未
来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさせるな
ど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対して積極的に
観察・実験を行い，意欲的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

入試問題総合演習 【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれ
ぞれの特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や
社会を豊かにさせることを、理解している。化学の成果がさ
まざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学技術の基盤
となっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物
質，有機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目し
て，科学技術の発展について，科学的な根拠にもとづいて考
察している。今後の発展が期待されている化学とその応用に
ついて，具体的な事例を調べ，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築
く未来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさ
せるなど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対し
て積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとしてい
る。

〇

定期考査

2
学
期

○ ○ ○ 4



【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれぞれ
の特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊
かにさせることを、理解させる。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学
技術の基盤となっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物質，有
機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術
の発展について，科学的な根拠にもとづいて考察させる。今後の
発展が期待されている化学とその応用について，具体的な事例を
調べ，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築く未
来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさせるな
ど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対して積極的に
観察・実験を行い，意欲的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

入試問題総合演習 【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれ
ぞれの特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や
社会を豊かにさせることを、理解している。化学の成果がさ
まざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学技術の基盤
となっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物
質，有機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目し
て，科学技術の発展について，科学的な根拠にもとづいて考
察している。今後の発展が期待されている化学とその応用に
ついて，具体的な事例を調べ，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築
く未来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさ
せるなど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対し
て積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとしてい
る。

〇 〇 〇 28

22

定期考査
〇 〇 〇 1

〇 〇

2
学
期

合計

140

3
学
期

【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれぞれ
の特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や社会を豊
かにさせることを、理解させる。
化学の成果がさまざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学
技術の基盤となっていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物質，有
機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目して，科学技術
の発展について，科学的な根拠にもとづいて考察させる。今後の
発展が期待されている化学とその応用について，具体的な事例を
調べ，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築く未
来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさせるな
ど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対して積極的に
観察・実験を行い，意欲的に探究しようとさせる。
以上について、入試問題等を用いて実践力を身につけさせる。

入試問題総合演習 【知識及び技能】入試問題を通して、さまざまな物質がそれ
ぞれの特徴を生かして人間生活の中で利用され，日常生活や
社会を豊かにさせることを、理解している。化学の成果がさ
まざまな分野で利用され，未来を築く新しい科学技術の基盤
となっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】入試問題を通して、無機物
質，有機化合物，高分子化合物のそれぞれの特徴に着目し
て，科学技術の発展について，科学的な根拠にもとづいて考
察している。今後の発展が期待されている化学とその応用に
ついて，具体的な事例を調べ，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】入試問題を通して、化学の築
く未来に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりさ
せるなど，科学的に探究しようとさせる。・学習課題に対し
て積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとしてい
る。

〇



高等学校（第3学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 8 組

使用教科書： （ 『高等学校　古典探究　古文編』(第一学習社）『高等学校　古典探究　漢文編』(第一学習社））

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉を通して積極的に他者や社会と関わろうとする態度を身につける。

7

『楚辞』「漁父辞」
【知識及び技能】
・我が国の文化と外国の文化との関
係について理解する。
・訓読のきまりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漁父と屈原の問答を対句に留意し
ながら読み、両者が主張する生き方
の違いを把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
・漁父と屈原の問答を、対句に注目
しながら整理し、両者がそれぞれど
ういう生き方を主張しているかを進
んで説明する。

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文法事項や古典特
有の表現について理解ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・藤原保昌という実在した人物に関する説話
を読み、この作品が書かれた意図について自
分の考えを表現している。
・説話という文章の種類や古典特有の表現に
注意して、構成や展開、内容を的確に捉えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習の見通しをもって説話を読み、作品に
関する多様な評価基準について積極的に理解
を深めようとしている。

【知識及び技能】
・我が国の文化と外国の文化との関係につい
て理解ができている。
・訓読のきまりについて理解ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漁父と屈原の問答を対句に留意しながら読
み、両者が主張する生き方の違いを把握して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・漁父と屈原の問答を、対句に注目しながら
整理し、両者がそれぞれどういう生き方を主
張しているかを進んで説明しようとしてい
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

知

１
学
期

『枕草子』「宮に初めて参りたるこ
ろ」
【知識及び技能】
・文語のきまりについて理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・随筆という文章の種類や古典特有
の表現に注意して、構成や展開、内
容を的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に随筆を読み、作品の特質
について理解を深めようとする。

指導事項
・内容読解
・文法
・文学史

指導事項
・内容読解
・句法

○

1

5

指導事項
・内容読解
・文法
・文学史

【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文法事項や古典特
有の表現について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・随筆という文章の種類や古典特有の表現に
注意して、展開や内容を的確に捉える。
・作者の意図を捉えて内容を解釈し、構成や
表現について評価する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に随筆を読み、作品の特質について
理解を深めようとしている。

○ ○

国語

評価規準

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う 。

『宇治拾遺物語』「袴垂、保昌に合
ふ事」
【知識及び技能】
・文語のきまりについて理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・説話という文章の種類や古典特有
の表現に注意して、構成や展開、内
容を的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み、作品の特質
について理解を深める。

古典探究Ⅰ

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

3

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文
化に対する理解を深めることができるようにす
る。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

指導項目・内容 態

古典探究Ⅰ

○

定期考査

○ 8



12

定期考査
1

○ ○

指導事項
・内容読解
・句法

『源氏物語』「紫の上の死」
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・文語のきまりについて理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・長編物語という文章の種類や古典
特有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・描写や表現に着目し、粘り強く登
場人物の心理について理解を深め
る。

指導事項
・内容読解
・文法
・文学史

○

【知識及び技能】
・我が国の文化と外国の文化との関係につい
て理解ができている。
・訓読のきまりについて理解ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「不死の道」を知る者の死をめぐる人々の
言葉から、「不死の道」についてのそれぞれ
の考えを読み取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に逸話を読み、「不死の道」につい
ての人々の考えを説明しようとしている。

○

大学入試問題演習（共通テスト）
【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取
り組む。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を
聞き間違えた箇所の見直しをする。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語
彙力、読解力を高める。

指導事項
・内容読解

【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取り組むこ
とができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を聞き間違
えた箇所の見直しができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語彙力、読
解力を高めようとしている。

○ ○ ○

○ 14

○ ○

『列子』「不死之道」
【知識及び技能】
・我が国の文化と外国の文化との関
係について理解する。
・訓読のきまりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・「不死の道」を知る者の死をめぐ
る人々の言葉から、「不死の道」に
ついてのそれぞれの考えを読み取
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に逸話を読み、「不死の
道」についての人々の考えを説明す
る。

指導事項
・内容読解
・句法

【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができている。
・文語のきまりについて理解を深めることが
できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・長編物語という文章の種類や古典特有の表
現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉
えることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容を的確に捉えるために、作品の中で使
われる敬語表現を積極的に理解して、説明し
ようとしている。

1

○

○ 14○

7

【知識及び技能】
・我が国の文化と外国の文化との関係につい
て理解ができている。
・訓読のきまりについて理解ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・蔣氏の言葉に表れた、古代の民衆の生活の
様子を読み取るとともに、作者がこの文章を
著した目的を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・蔣氏の言葉を通してうかがえる永州の人々
の生活の様子を整理するとともに、作者がこ
の文章を著した目的を進んで説明しようとし
ている。

２
学
期

指導事項
・内容読解
・文法
・文学史

『源氏物語』「明石の姫君の入内」
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・文語のきまりについて理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・長編物語という文章の種類や古典
特有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容を的確に捉えるために、作品
の中で使われる敬語表現を積極的に
理解する。

大学入試問題演習（私大）
【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取
り組む。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を
聞き間違えた箇所の見直しをする。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語
彙力、読解力を高める。

【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取り組むこ
とができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を聞き間違
えた箇所の見直しができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語彙力、読
解力を高めようとしている。

○

定期考査

指導事項
・内容読解

『柳先生文集』「捕蛇者説」
【知識及び技能】
・我が国の文化と外国の文化との関
係について理解する。
・訓読のきまりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・蔣氏の言葉に表れた、古代の民衆
の生活の様子を読み取るとともに、
作者がこの文章を著した目的を理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・蔣氏の言葉を通してうかがえる永
州の人々の生活の様子を整理すると
ともに、作者がこの文章を著した目
的を進んで説明する。

12

○ ○ 6

【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
ができている。
・文語のきまりについて理解を深めることが
できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・長編物語という文章の種類や古典特有の表
現に注意して、構成や展開、内容を的確に捉
えることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・描写や表現に着目し、粘り強く登場人物の
心理について理解を深めようとしている。

○ ○



○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取り組むこ
とができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を聞き間違
えた箇所の見直しができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語彙力、読
解力を高めようとしている。

○

大学入試問題演習（私大）
【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取
り組む。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を
聞き間違えた箇所の見直しをする。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語
彙力、読解力を高める。

【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取り組むこ
とができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を聞き間違
えた箇所の見直しができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語彙力、読
解力を高めようとしている。

○

指導事項
・内容読解

指導事項
・内容読解

大学入試問題演習（難関私大）
【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取
り組む。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を
聞き間違えた箇所の見直しをする。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語
彙力、読解力を高める。

合計

105

○ 8○

1

8○ ○

定期考査

大学入試問題演習（私大）
【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取
り組む。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を
聞き間違えた箇所の見直しをする。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語
彙力、読解力を高める。

【知識及び技能】
・学んできたことを活かし問題に取り組むこ
とができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の要旨をまとめたり、解説を聞き間違
えた箇所の見直しができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語彙力、読
解力を高めようとしている。

○

指導事項
・内容読解

12



高等学校（第３学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：国語演習

配当
時数

指導項目・内容 態

○

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につける。

・語句の量を増やし語彙力を高めることができる
ようにする。
・問題演習を通して、読解問題の解き方について
理解することができようにする。

・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問題
に取り組むことが出来るようにする。

『論理国語 』（第一学習社）

国語

的確に理解したものを適切に表現する力を身につけ、他者との関わりの中で伝え合う力を高める。

言葉を通して積極的に他者や社会と関わろうとする態度を身につける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

指導事項
・内容読解

1

〇

〇 14〇

【知識及び技能】
・語句の量を増やし語彙力を高めることがで
きる。
・問題演習を通して、読解問題の解き方につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問
題に取り組むことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで
考えることができる。

18〇 〇

１
学
期

２
学
期

指導事項
・内容読解

【知識・技能】
・語句の量を増やし語彙力を高める
ことができるようになる。
・問題演習を通して、読解問題の解
き方について理解することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
・論理的に文章を読み、問題を解く
ことができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に演習に取り組み、解答の
根拠について考えることができるよ
うになる。

【知識及び技能】
・語句の量を増やし語彙力を高めることがで
きる。
・問題演習を通して、読解問題の解き方につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問
題に取り組むことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで
考えることができる。

〇

指導事項
・内容読解

【知識・技能】
・語句の量を増やし語彙力を高める
ことができるようになる。
・問題演習を通して、読解問題の解
き方について理解することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
・論理的に文章を読み、問題を解く
ことができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に演習に取り組み、解答の
根拠について考えることができるよ
うになる。

【知識及び技能】
・語句の量を増やし語彙力を高めることがで
きる。
・問題演習を通して、読解問題の解き方につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問
題に取り組むことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで
考えることができる。

【知識・技能】
・語句の量を増やし語彙力を高める
ことができるようになる。
・問題演習を通して、読解問題の解
き方について理解することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
・論理的に文章を読み、問題を解く
ことができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に演習に取り組み、解答の
根拠について考えることができるよ
うになる。

18〇 〇

2

国語

評価規準

指導事項
・内容読解

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで考
えることができるようにする。

国語演習

〇

定期考査

【知識・技能】
・語句の量を増やし語彙力を高める
ことができるようになる。
・問題演習を通して、読解問題の解
き方について理解することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
・論理的に文章を読み、問題を解く
ことができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に演習に取り組み、解答の
根拠について考えることができるよ
うになる。

13

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
・語句の量を増やし語彙力を高めることがで
きる。
・問題演習を通して、読解問題の解き方につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問
題に取り組むことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで
考えることができる。

知



〇 〇 2

期

〇

定期考査

【知識・技能】
・語句の量を増やし語彙力を高める
ことができるようになる。
・問題演習を通して、読解問題の解
き方について理解することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
・論理的に文章を読み、問題を解く
ことができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に演習に取り組み、解答の
根拠について考えることができるよ
うになる。

指導事項
・内容読解

３
学
期

【知識・技能】
・語句の量を増やし語彙力を高める
ことができるようになる。
・問題演習を通して、読解問題の解
き方について理解することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
・論理的に文章を読み、問題を解く
ことができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に演習に取り組み、解答の
根拠について考えることができるよ
うになる。

【知識及び技能】
・語句の量を増やし語彙力を高めることがで
きる。
・問題演習を通して、読解問題の解き方につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問
題に取り組むことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで
考えることができる。

〇

指導事項
・内容読解

合計

70

〇

1

4〇

【知識及び技能】
・語句の量を増やし語彙力を高めることがで
きる。
・問題演習を通して、読解問題の解き方につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉えて問
題に取り組むことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組み、解答の根拠まで
考えることができる。



高等学校（第３学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 2 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

理科

評価規準

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

「知識・技能」および「思考力、判断力、表現
力」を身に置付ける過程において、物理法則に
主体的に触れ、活用して課題を解決しようとす
る態度が養われている。

6

10

6

物理

第2章　剛体
　1.剛体にはたらく力のつりあい
　2.剛体にはたらく力の合力と重心

　第3章　運動量の保存
　1.運動量と力積
　2.運動量保存則
　3.反発係数

第4章　円運動と万有引力
　1.等速円運動
　2.慣性力
　3.単振動
　4.万有引力

【知識及び技能】
・力のモーメントについて理解している。
・剛体のつりあいでは，並進運動をしない条件と回転運動
しない条件が必要なことを理解している。
・剛体にはたらく複数の力の合力を求めることができる。
・剛体の転倒する条件を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・力のモーメントの式を理解し，うでの長さが異なるとき
にはたらく力の大きさについて考察できる。
・剛体にはたらく力がつりあうための2つの条件を理解し，
はたらく力の間の関係について説明できる。
・剛体の転倒する条件を理解し，重心の位置と転倒のしや
すさの関係を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・剛体のつりあいには，並進運動しない条件だけではな
く，回転運動をしない条件が必要なことを理解しようとし
ている。
・剛体が傾く条件や転倒する条件を理解しようとしてい
る。

【知識及び技能】
・運動量と力積について，求め方を理解している。
・直線運動，平面運動における運動量保存則を式で表現す
ることができる。
・運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求めるこ
とができる。
・弾性衝突以外の衝突では，力学的エネルギーが保存され
ないことを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・運動量の変化と力積の関係の式から，物体が受ける力積
と平均の力の大きさについて説明することができる。
・運動量保存則が成りたつ条件を説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動について，運動量と力積を用いて理解しよう
としている。
・身のまわりにある物体どうしの衝突の際に，衝突の前後
で変わらない量があり，それが運動量であること，また運
動量が衝突の前後で保存する条件を理解しようとしてい
る。・弾みやすいかどうかを定量的に表すのが反発係数で
あるということを理解しようとしている。

【知識及び技能】
・等速円運動をしている物体の回転の速度，角速度，周
期，回転数の諸量の定義が理解できている。
・慣性力を含めたつりあいの式を立てることができる。
・単振動の変位，速度，加速度の式，運動方程式を理解し
ている。
・ケプラーの法則を理解している。
・万有引力の式を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・等速円運動の中心方向の運動方程式から，物体の運動を
考えることができる。
・遠心力を用いて，円運動する物体にはたらく力のようす
を考えることができる。
・単振り子の周期の式を用いて，重力加速度の大きさが異
なる場所での運動のようすを考えることができる。
・万有引力の式を用いて，異なる惑星の表面上での重力加
速度の大きさを比較することができる。
・静止衛星とは何かを理解し，衛星の高度と周期の間の関
係を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・等速円運動する物体には，どのような力がはたらいてい
るかを理解しようとしている。
・電車などの乗りものが急発進をしたり，急ブレーキをか
けたりするとき，車内の人に現れる力の原因について，理
解しようとしている。
・惑星や人工衛星が万有引力によって運動を続けているこ
とや，その運動のようすについて理解しようとしている。

第1編　力と運動
　第1章　平面内の運動
　1.平面運動の速度・加速度
　2.落体の運動

物理基礎では直線運動における速度や加速度
について学習した。物理では平面上の運動を
扱うので，速度や加速度のベクトルを用いた
扱いを十分に理解させ，慣れさせる。
物理基礎では，平面上の放物運動の学習は定
性的な扱いにとどまり，運動のようすを式で
表したり，速度や加速度をベクトルで考える
ような一般的な扱いをしていない。ここで
は，放物運動における速度ベクトルを水平成
分と鉛直成分とに分解し，定量的に理解させ
る。また，空気中を落下する物体には，速度
に応じた空気抵抗がはたらくことを理解させ
る。

○ 6

【知識及び技能】
・変位と移動距離の違いを理解している。
・平面上の合成速度，相対速度の意味と求め方を理解して
いる。
・水平投射は鉛直方向には自由落下，水平方向には等速直
線運動をしていることを理解し，適切に式を運用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・動く観測者から見た場合の，観測者と同じ平面上を動く
物体の運動のようすを説明できる。
・斜方投射の運動のようすを，鉛直方向と水平方向に分け
て説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
平面運動をしている物体の速度や加速度，相対速度などの
表し方について学ぶ意味を理解しようとしている。
・落体の運動，特に水平投射，斜方投射について，物体の
運動はどのようになっているか理解しようとしている。

剛体にはたらく力の効果は，力の大きさと向
きのほかに，作用線の位置により決まること
を理解させる。また，剛体にはたらく力がつ
りあうためには，剛体が並進運動と回転運動
をし始めないという条件が必要なことを実験
をもとに理解させる。
剛体にはたらく力の合力をさまざまな場合に
応じて求められるようにする。また，偶力は
剛体を回転させ始めるはたらきだけをもつ量
であることを理解させる。偶力のモーメント
はどの点を軸としても同じ値になることも理
解させる。重心の位置を求められるようにす
る。剛体の傾く条件と転倒する条件を理解さ
せる。

「物体の運動量はその物体が外部から力積を
受けると変化する」こと，および，「そのと
きの運動量の変化量は，受けた力積の量に等
しい」ことをしっかりと理解させることによ
り，続いて学ぶ運動量保存則の学習をスムー
ズに進めさせる。
2物体の一直線上の衝突について，運動量と力
積の関係を用いて運動量保存則が導かれるこ
と。斜めの衝突の場合でも，運動量が保存さ
れること。物体の分裂の場合にも運動量保存
則が成りたつことを理解させる。

等速円運動における「回転の速さ」は，円周
にそった物体の速さ，角速度，回転数，周期
などを用いて表される。そこでまずこれらの
量の定義，およびこれらの間に成りたつ関係
を学習させる。
ある物体を異なる立場（座標系）で観測する
ときには，異なった運動が観測され，異なっ
た式が立てられる場合があることを認識させ
る。遠心力は慣性力の一種であることを例題
を扱う中で具体的に把握させる。
物体にはたらく力が，常に振動の中心へ向
かって引き戻す向きであり，その大きさが振
動の中心からの距離に比例するとき，物体の
運動は単振動であることを理解させる。
ケプラーの法則と運動方程式とから万有引力
の公式が得られることを，惑星の運動を等速
円運動とみなした場合について導きだす過程
を示す中で理解させる。重力と万有引力との
関係も理解させる。万有引力を受けて運動す
る物体の力学的エネルギーが保存されるこ
と，およびこのことを用いて第二宇宙速度を
導出させる。

１
学
期

物理

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活で見られる自然現象を、科学的体系的に捉えていく基本的技能と知識を身に着ける。

4

日常生活や社会との関連を図りながら，物理学に
関する基本的な概念や原理・法則を理解するとと
もに，科学的に探究するために必要となる基本的
な技能が身に付いている。

修得した「知識・技能」を用いて、物理現象に
ついて科学的・論理的に思考、判断を行い、法
則を正しく用いて表現することができている。

指導項目・内容

『　物理     』(　数研出版　）

態

理科

基本的知識をもとに考え推測したことを、文章や図表などで表現することができる。

自然現象に関心を持ち、自ら調べ疑問を解決する態度とスキルを育成する。

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知



○ ○ ○

第3編　波
　第1章　波の伝わり方
　1.波と媒質の運動
　2.正弦波の式
　3.波の伝わり方
　第2章　音の伝わり方
　1.音の伝わり方
　2.音のドップラー効果
　第3章　光
　1.光の性質
　2.レンズと鏡
　3.光の干渉と回折

第4編　電気と磁気
　第1章　電場
　1.静電気力
　2.電場
　3.電位
　4.物質と電場
　5.コンデンサー

8

【知識及び技能】
・静電気の帯電のしくみ，電荷のもつ電気量について正し
く理解している。
・電気量保存の法則やクーロンの法則について理解し，関
係式を正しく適用できる。
・電場とはどのようなものかを理解し，電荷が電場から受
ける力や電場の強さの式を正しく適用できる。
・電位について理解し，さまざまな関係式を正しく適用で
きる。
・コンデンサ―の基本公式を正しく適用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・電荷間の距離とはたらく静電気力との関係を説明でき
る。
・静電誘導及び誘電分極の現象について，それぞれ説明で
きる。
・点電荷のつくる電場の強さが何に関係するかを説明でき
る。
・平行板コンデンサーの充電のメカニズムを説明すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な現象から，静電気の現象に興味・関心をもち，さま
ざまな静電気現象について理解しようとしている。
電気的な力が及ぶ空間である電場について，興味・関心を
示している。
電位について興味・関心を示し，電場と電位の違いについ
て理解しようとしている。
身近なコンデンサーの利用例について興味・関心をもち，
コンデンサーの性質などを理解しようとしている。

第2編　熱と気体
　第1章　気体のエネルギーと状態変化
　1.気体の法則
　2.気体分子の運動
　3.気体の状態変化

【知識及び技能】
・気体の圧力を求める式を理解できている。
・ボイル・シャルルの法則を用いて，状態変化後の気体の
圧力，体積，絶対温度を求めることができる。
・理想気体の状態方程式を用いることができる。
・気体が熱運動して壁などの面に力を及ぼすことから圧力
の大きさを表す式を導くことができる
・単原子分子理想気体の内部エネルギーについて理解でき
ている。
・気体の状態変化の，「定積変化」，「定圧変化」，「等
温変化」，「断熱変化」を，それぞれp－Ｖ図や式で表すこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・気体の圧力，体積，絶対温度の間の関係について理解し
ている。
・壁に分子が衝突することから分子の運動量の変化，壁が
受ける力積から壁が受ける圧力を考察し，理想気体の気体
分子の速度と圧力の関係について説明できる。
・気体の状態変化と気体がされた仕事について説明でき
る。
・定積モル比熱と定圧モル比熱の違いを正しく理解し，2つ
の間に成りたつ関係について説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・気体の圧力や体積，温度を変えるとき，これらの量の間
にどのような関係が成りたっているかを理解しようとして
いる。
・気体の分子がもっている質量，速度，運動量などのミク
ロな量と，気体の圧力などマクロな量がどのような関係に
あるか興味関心をもち，理解しようとしている。
・気体が状態変化をするとき，エネルギーはどのようにな
るのかを理解しようとしている。

○

○

○

20

○ ○

○

○ ○

【知識及び技能】
・位相のずれや進行方向の違いなども考慮して，正弦波の
式を正しく表すことができる。
・水面波の干渉で強めあう点と弱めあう点の条件を理解し
ている。
・波の反射・屈折の際に，どのような法則があるかを理解
している。
・音の干渉について，音が強めあう条件と弱めあう条件を
理解している。
・ドップラー効果の式を用いて，観測者が聞く音の振動数
を求めることができる。
・レンズと鏡によって生じる像を作図することができる。
また，写像公式を理解し，式を利用して像のできる位置や
像の大きさなどを求めることができる。
・ヤングの実験，回折格子，薄膜，くさび形空気層，
ニュートンリングのそれぞれの光の干渉条件を理解してい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・正弦波の式にx=0，t=2Tを代入した式について，それぞれ
が何を表す式かを説明することができる。
・音源が特定の時間だけ音を出す場合のドップラー効果に
ついて，観測者が音を観測する時間を考えることができ
る。
・回折格子の実験で波長や格子定数を変えたときの明線の
間隔の変化を考えることができる。
・ヤングの実験で光が強めあうときの条件を説明すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・正弦波を数式で表す方法について理解しようとしてい
る。
・波の干渉や反射，屈折，回折などの波の伝わり方に興味
をもち，理解しようとしている。
・レンズや鏡に興味をもち，それによってどのような像が
できるかについて理解しようとしている。

○

10○

○

○

原子は原子核と電子からできており，原子核
はプラスの，電子はマイナスの電気を帯びて
いることを再確認させる。帯電は電子の過不
足によって起こり，電気現象は電子が主役で
あることをはっきり認識させる。同種の電気
どうしは反発し，異種の電気どうしは引きあ
うこと，およびその力の大きさについての
クーロンの法則を理解させる。
電荷のまわりにできる電場は，試験電荷には
たらく静電気力の大きさと向きにより定まる
ベクトルであることを理解させる。
試験電荷がもつ，静電気力による位置エネル
ギーが電位であることを理解させる。
電場の中に物体を置くとき，物体の表面には
電荷が現れるが，物体が導体か不導体かによ
り，現象が異なることを理解させる。
電場と電位，電場内に置かれた導体や不導体
のふるまいなど，既習事項と関連させながら
コンデンサーを理解させる。

定期考査

定期考査

波動とは，媒質の1点に起こった振動が，媒質
中を少しずつ遅れて伝わっていく現象である
ことを確認させ，波を表す要素（振幅，周
期，振動数，波長そして波の伝わる速さ）に
ついても確認させる。
波源が単振動をするとき，その振動が周囲の
媒質に伝わると正弦波が生じることを理解さ
せる。
音波は波としての諸性質，すなわち反射・屈
折・回折・干渉の各現象を示す。これらの現
象を主として実験・観察によって理解させ
る。
波源と観測者とが相対的に運動しているとき
には，観測者が受ける振動数は波源本来の振
動数とは異なる。これは音波に限らず，水面
波や光など，あらゆる波について起こる現象
であることを理解させる。音源が動く場合に
は，観測者の運動に関係なく波長が変化する
ことを理解させる。
凸レンズと凹レンズについては，実際にレー
ザー光線などを当てて，光線が広がっていっ
たり，収束していくようすを演示する。凸レ
ンズや凹レンズを通過する光線の中で，代表
的な次の3つの光線について説明する。
ヤングの実験においては，複スリットからス
クリーン上の点までのそれぞれの距離の差に
注目させ、明線，暗線の式が導けるようにす
る。

ボイル・シャルルの法則から，理想気体の状
態方程式が得られることを示す。
気体分子の運動を力学的に扱って気体の圧力
を表す式を導く。この式と理想気体の状態方
程式とから，気体分子の平均運動エネルギー
が絶対温度に比例することを導く。
理想気体の内部エネルギーは分子の運動エネ
ルギーの総和である。前節で得られた平均運
動エネルギーと絶対温度の関係式から，内部
エネルギーが絶対温度に比例することを理解
させる。

１
学
期



○ ○

○ ○ ○

合計

120

30

３
学
期

２
学
期

定期考査

○

第4編　電気と磁気
　第2章　電流
　1.オームの法則
　2.直流回路
　3.半導体
　第3章　電流と磁場
　1.磁場
　2.電流のつくる磁場
　3.電流が磁場から受ける力
　4.ローレンツ力
　第4章　電磁誘導と電磁波
　1.電磁誘導の法則
　2.自己誘導と相互誘導
　3.交流の発生
　4.交流回路
　5.電磁波

真空放電の実験から，陰極線の性質を理解さ
せ，またその性質から陰極線の本体が電子で
あることを理解させる。トムソンの実験とミ
リカンの実験とから，電子の比電荷，電荷，
質量の各値がどのように得られたかを理解さ
せる。
光電効果の式 Ｋ０＝ｈν－Ｗ から，光電効
果の現象が定性的にも定量的にも説明できる
ことを学習させる。
まずX線の発生について簡単に扱い，X線をhν
のエネルギーの光子と考えると，X線スペクト
ルの最短波長の大きさが説明できることを理
解させる。
光の粒子性と対比しながら，電子に波動性が
あることを理解させる。
ラザフォードの原子模型を説明し，どのよう
な実験によりこの原子模型が正しいと判断し
たのかを理解させる。
原子核が陽子と中性子とからなること，また
核力，同位体について理解させる。
α粒子と空気中の窒素原子核との衝突によ
り，原子核反応が生じていることにふれ，原
子核反応式を示す。原子核反応の前後で質量
数の和と原子番号の和はそれぞれ変わらない
ことを理解させる。

【知識及び技能】
・放電（気体放電，真空放電）および陰極線について理解
している。
・電子の比電荷について，測定原理も含めて理解してい
る。
・ミリカンの実験を踏まえた電気素量の導出について理解
している。
・光電効果について理解している。
・ボーア理論（量子条件・振動条件）について理解してい
る。
・放射性崩壊によって，原子核がどのように変化するか理
解している。
・半減期について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
電子の比電荷と電気素量の値から電子の質量をどのように
求めるか説明できる。
光電効果の原理を踏まえて，考え，説明することができ
る。
電子のエネルギー準位について理解し，説明できる。
α線，β線，γ線の正体や，α崩壊，β崩壊のしくみを説
明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
電子がどのようにして発見されたのか，また電子の電荷や
質量はどのようにして測定されたのかに興味をもち，電子
の性質について理解しようとしている。
光が粒子性をもつことに興味・関心を示し，光電効果の原
理などを理解しようとしている。
原子と原子核の大きさの差から原子に興味・関心を示し，
原子の構造とエネルギー準位についても理解しようとして
いる。

○

定期考査

第5編　原子
　第1章　電子と光
　1.電子
　2.光の粒子性
　3.X線
　4.粒子の波動性
　第2章　原子と原子核
　1.原子の構造とエネルギー準位
　2.原子核
　3.放射線とその性質
　4.核反応と核エネルギー
　5.素粒子

○ ○

電流の向きと電流の大きさについてしっかり
理解させる。
電流や電圧の意味を確認しながらキルヒホッ
フの法則をきちんと理解させる。
抵抗率が導体と不導体の中間にある半導体に
ついて，電流が流れるしくみや特徴を理解さ
せる。
磁石の性質を示し，点電荷のつくる電場と対
比させながら，磁場について定義をし，さら
に磁力線の説明へと進めていく。
直線電流が周囲につくる磁場，円形電流が円
の中心につくる磁場，ソレノイドがその内部
につくる磁場について，各場合の電流・磁場
の関係を理解させる。
電流が磁場から受ける力について理解させ，
その力の向きをしっかりと把握させる
電流が磁場から受ける力を微視的に考察し，
運動する荷電粒子が磁場から受ける力（ロー
レンツ力）について説明する。
生徒にコイル内に磁石を出し入れさせ，検流
計の針が振れることから電磁誘導の現象を実
感させるなどして，授業を進める。磁場を横
切る導線に生じる誘導起電力について理解さ
せる。
コイルに流れる電流が変化すると誘導起電力
が生じ，その大きさは電流の変化の速さに比
例することを理解させる。
抵抗に直列につないだコイルやコンデンサー
に加わる電圧の位相について，実験を通して
理解させる。
電磁波の発生のしくみについては，「磁場が
変化する→空間に電場が生じる」，「電場が
変化する→空間に磁場が生じる」ことを理解
させる。

【知識及び技能】
・「起電力」と「電圧降下」の意味を理解しており，キル
ヒホッフの法則を正しく適用することができる。
p型半導体，n型半導体とは何か，また半導体ダイオードや
トランジスターのしくみとはたらきについて理解してい
る。
磁気量について，磁気力に関するクーロンの法則や磁場の
定義の中でどのように使われているかを通して理解してい
る。
直線電流，円形電流，ソレノイドの電流がつくる磁場につ
いて理解している。
ローレンツ力について理解している。また，ローレンツ力
を応用した「ホール効果」や「サイクロトロン」について
も，これらの原理（やしくみ）を理解している。
・自己誘導や相互誘導などの関係式を適用できる。
・コイルと抵抗を含む回路について理解している。
・交流電圧の公式を理解している。また，交流電流・交流
電圧の実効値の意味を理解している。
・交流電流，交流電圧の式を理解している。また，これら
には位相差が生じていることを理解している。
・電磁波はその波長により，ふるまいが大きく異なり，波
長により分類できることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・電池の起電力や内部抵抗について説明できる。
直線電流や円形電流がつくる磁場について説明できる。
・フレミングの左手の法則を用いて，電流の流れている導
線がどの向きに力を受けるかを判断することができる。
・自己誘導起電力の大きさを表す式を，ともにファラデー
の電磁誘導の法則の式から説明することができる。
コイルを回転させる速さと誘導起電力の大きさの関係を説
明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
電気回路に流れる電流や加わる電圧の測定や，考察に主体
的に取り組んでいる。
導線に電流を流すと導線のまわりに磁場ができることに驚
きと興味を示し，より深くこのことについて学ぼうとして
いる。
磁場を変化させると電流が生じることに興味・関心をも
ち，電磁誘導について理解しようとしている。
交流回路では，コイルやコンデンサーで電圧・電流に位相
差が生じることに興味をもち，交流回路について理解しよ
うとしている。
生活の中で利用しているさまざまな電磁波に興味をもち，
電磁波の性質について理解しようとしている。

○ 30○ ○



高等学校（第3学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：生物

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活で見られる自然現象を、科学的,体系的に捉えていく基本的技能と知識を身に着ける。

4

小テストや授業での発問等を繰り返し行うこと
で、基本的な知識の確実な定着を図る。

先人たちの行ってきた実験を紹介する事を通し
て、その実験の意味、どのように考察できるの
のかを考えていく。この事を通して、思考力・
考察力・考えを言葉でまとめる力を高める。

定期考査

【知識及び技能】
・代謝とATPについての復習
・呼吸の反応過程
・呼吸商
・発酵の反応過程
・光合成の反応過程
・化学合成の反応過程
【思考力、判断力、表現力等】
・各種代謝反応の反応式を正しく書
くことができるようにする。
・モル計算ができることで、代謝の
量的関係を求められるようにする。
・ツンベルク管・キューネ管の実験
の意味について理解する。
・各種タンパク質の働きについて理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

理科

基本的知識をもとに考え推測したことを、文章や図表などで表現することができる。

自然現象に関心を持ち、自ら調べ疑問を解決する態度とスキルを育成する。

12

【知識及び技能】
・細胞の構成成分と細胞の構造
【思考力、判断力、表現力等】
・タンパク質の働きとその構造につ
いて理解する。
・酵素の性質と酵素の働きに関する
グラフを理解する。
・細胞膜の働きについて理解する。
・各種タンパク質の働きについて理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

単元の具体的な指導目標

生命現象と物質について，代謝の基本的な概
念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
生命現象と物質について，観察，実験などを
通して探究し，代謝についての特徴を見いだ
して表現している。
代謝に主体的に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。 ○

指導事項
・化学進化の過程
・先カンブリア時代から新生代までの進化の
変遷
・遺伝の仕組み　突然変異　　連鎖・組み換
え
・進化の考え方　適応進化　中立説　遺伝的
浮動　隔離　ハーディ・ワインベルグの法則
・分類方法　人為分類と系統分類　系統樹
学名のつけ方　最節約法

指導事項
・タンパク質の高次構造と変性
・酵素が働く仕組み
・生体膜の構造と性質　選択的透過性と半透
性
・各種タンパク質の働き　免疫グロブリン
細胞骨格

○

○ 14

8

○

理科

評価規準

指導事項
・呼吸　解糖系　TCA回路　電子伝達系
・呼吸商の求め方と呼吸商からわかる事
・発酵　アルコール発酵　乳酸発酵
・光合成　チラコイドでの反応とストロマで
の反応
・光合成細菌の行う光合成つ
・化学合成細菌
・窒素同化の反応

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

計画建て、自分のペースで進路実現に向けて反
復しながら、根気強く取り組んでいく姿勢を身
につける。

生物

指導項目・内容

『生物  』(　東京書籍　）

態

○

思

【知識及び技能】
・生物の進化について，生命の起源と細胞の
進化の基本的な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・生物の進化について，観察，実験などを通
して探究し，生命の起源と細胞の進化につい
ての特徴を見いだして表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・生命の起源と細胞の進化に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。
・遺伝子の変化と進化のしくみに主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

【知識及び技能】
・生命現象と物質について，細胞と分子の基
本的な概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・生命現象と物質について，観察，実験など
を通して探究し，細胞と分子についての特徴
を見いだして表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・細胞と分子に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

知

１
学
期

【知識及び技能】
・生命の起源とその進化の過程につ
いて知る。
・進化の仕組みについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・各種遺伝の計算問題の考え方を理
解する。
・分子系統樹から考えられる事を理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。



【知識及び技能】
・動物の配偶子形成の過程について
理解
・受精の過程について理解
・初期発生過程について理解　ウニ
カエル　卵黄の量と分布
・肺葉と器官形成
・誘導の仕組み　古典的実験から分
子生物学的知見
【思考力、判断力、表現力等】
・器官形成における誘導の連鎖につ
いて説明できる。
・形態形成の過程について分子生物
学的視点から説明できる。
・ショウジョウバエの発生過程で働
くHox遺伝子について、経時的に説
明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

【知識及び技能】
・核酸の構造についての復習
・複製の仕組み
・遺伝子発現の仕組み
・遺伝子発現調節の仕組み
・バイオテクノロジー
【思考力、判断力、表現力等】
・リーディング鎖・ラギンク鎖の区
別ができる。
・遺伝暗号表を用いて作られるタン
パク質のアミノ酸配列を類推でき
る。
・オペロンによる原核生物の発現調
節の仕組みを説明できる。
・原核生物と真核生物の発現調節の
仕組みの違いを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

定期考査

遺伝情報の発現と発生について，遺伝情報と
その発現の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
遺伝情報の発現と発生について，観察，実験
などを通して探究し，遺伝情報とその発現に
ついての特徴を見いだして表現している。
遺伝情報とその発現に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。

16

18○

○ ○

遺伝情報の発現と発生について，発生と遺伝
子発現の基本的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。
遺伝情報の発現と発生について，観察，実験
などを通して探究し，発生と遺伝子発現につ
いての特徴を見いだして表現している。
発生と遺伝子発現に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

刺激の受容と反応について，動物の反応の基
本的な概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
刺激の受容と反応について，観察，実験など
を通して探究し，環境変化に対する生物の応
答の特徴を見いだして表現している。
刺激の受容と反応に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

○

○

○ ○

18

【知識及び技能】
・動物の感覚器について理解
・神経の伝道と伝達について理解
・神経系の構成について理解する。
・筋肉の種類　滑り説
・動物の行動　生得的行動　学習
【思考力、判断力、表現力等】
・全か無の法則について説明でき
る。
・眼、耳の構造と刺激の受容の仕組
みについて
・伝導と伝達の違いを説明すること
ができる。
・滑り説について説明することがで
きる。
・動物の行動をシナプスの観点から
説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

○ ○

指導事項
・眼　耳　構造について　視細胞
・静止電位　活動電位　活動電流　伝導
・伝達　伝達物質
・全か無の法則
・神経系の種類　管状神経系
・中枢神経　末梢神経
・筋肉の種類と収縮の仕組み　　　滑り説
・反射　反射弓
・慣れ　鋭敏化　シナプス可塑性

２
学
期

指導事項
・配偶子の役割と形成過程の違い　受精　多
精拒否
・等黄卵　端黄卵　中黄卵
・各発生段階で起きることの説明
・肺葉説　誘導の連鎖と器官形成
・シュペーマンの実験　フォークとの実験
・神経誘導と中胚葉誘導
・ショウジョウバエの発生で働く遺伝子群
・

定期考査

指導事項
・5末端と3末端の区別
・メセルソンスタールの実験と半保存的複製
・複製の方向性　複製起点
・転写の流れ　アンチセンス鎖　センス鎖
スプライシング　選択的スプライシング
・ポリソーム
・オペロン説　トリプトファン合成酵素　乳
糖分解酵素
・クロマチン構造の変化　基本転写因子
・制限酵素　ベクター　電気泳動とPCR法の原
理



18

16○ ○

○ ○

定期考査

【知識及び技能】
・植物の組織路組織系について復習
・花芽形成の仕組み　フロリゲンの
働き　ABCモデルについて説明
・被子植物の配偶子形成と重複受精
を理解する。
・種子形成果実形成について理解す
る。
・発芽、成長、老化に関係するホル
モンにいて知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・オーキシン、ジベレリン、カイネ
チン、アブシシン酸、フィトクロ
ム、クリプトクロム、フォトトロビ
ンの働きについて説明できる。
・短日植物と長日植物の違いをフィ
トクロムを用いて説明できる。
・オーキシンの極性移動について説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

植物の環境応答ついて，神経系の働きと行動
との関係の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探するため
に必要な観察，実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。
植物の環境応答ついて，観察，実験などを通
して探究し，環境変化に対する生物の応答の
特徴を見いだして表現している。
植物の環境応答に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○

指導事項
・分裂組織と永久組織　維管束系　基本組織
系　表皮系
・花の構造　光周性　フィトクロム　ABCモデ
ル
・卵、花粉形成　重複受精　種子形成
・屈性とオーキシンの極性移動　根冠　コル
メラ細胞
・光発芽種子と暗発芽種子
・伸長成長と肥大成長　オーキシンとジベレ
リン
・気孔の開閉の仕組み

３
学
期

基礎的な問題を自己採点することで、知識技
能の定着度合いを自己評価する。
計算、図表読み取り問題などの応用的なもん
だ演習を通して、思考力・表現力を自己評価
する。
・自己評価を通して、これから先どのように
自分が生物学に取り組み学んでいく必要があ
るのか事故総括する場を提供していく。なお
時間を指定して問題を解くことでより本番の
入試に近い形で問題演習をおこなう

○

【知識及び技能】
・個体群の大きさの推測方法
・個体群の成長曲線
・密度効果
・生命表と生存曲線
・個体群内の相互作用　　包括的適
応度
・個体群間の相互作用
・ニッチ　　形質置換
・中規模攪乱説
・生態ピラミッドについての復習
・生態系内の物質循環についての復
習
・生物多様性と絶滅の渦
【思考力、判断力、表現力等】
・ヘルパー、社会性昆虫などみられ
る利他行動を包括的適応度の観点か
ら説明できる。
基本ニッチと実現ニッチについて説
明できるようになる。
・種間関係と種内関係を区別整理で
きる。
・生物多様性について3つの多様性
の関係を説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書、配布資料を見ながら自ら
調べ学習する姿勢を身につける。

生態と環境について，個体群と生物群集の基
本的な概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
生態と環境について，観察，実験などを通し
て探究し，個体群と生物群集についての特徴
を見いだして表現している。
個体群と生物群集の理解に主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○

指導事項
・個体群
・密度効果
・群れ　縄張り　順位制　共同繁殖　社会性
昆虫　包括的適応度と利他行動
・ニッチ　基本ニッチと実現ニッチ
・生産構造図
・様々な生態系の物質生産　特徴
・炭素循環　窒素循環　生態ピラミッド　エ
ネルギーの流れ　エネルギー効率
・生態的多様性　遺伝子多様性　種の多様性
絶滅の渦
・生態系の保護と保全

指導事項
・各分野についてレベル別の問題演習を行
う。

【知識技能】今まで学んだ内容につ
いて、問題練習を通して知識の定着
を図る。
【思考表現】今まで学んだ内容につ
いて、応用的な問題演習を通して、
思考表現力を育てる。
【意欲姿勢】問題演習を通して、自
ら問題に取り組む姿勢を引き出して
いく。

合計

140

○ 20○



高等学校（第３学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

英語

評価規準

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

社会的な話題について、使用される語句や文、情
報量などにおいて、支援をほとんど活用しなくて
も、文章の展開に注意しながら必要な情報を読み
取り、積極的に内容をとらえようとする。

発展英語

指導項目・内容

英語長文演習シリーズ　SWITCH 5

態

○

思

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇 〇

知

１
学
期

Lesson 1,2

２
学
期

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

〇

〇

○

〇 7

〇 〇

7

〇

7

Lesson 11,12 【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

Lesson 13, 14 【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

単元の具体的な指導目標

7

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

7

7〇

○ ○

〇

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

〇

〇 〇

〇 〇

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

発展英語

配当
時数

Lesson 9,10

【 知　識　及　び　技　能 】社会的な話題についての知識を身につける。

4

社会的な話題について、使用される語句や文、情
報量などにおいて、支援をほとんど活用しなくて
も、文章の展開に注意しながら必要な情報を読み
取り、概要や要点、詳細を目的に応じて捉えるこ
とができるようにする。

社会的な話題について、使用される語句や文、情
報量などにおいて、支援をほとんど活用しなくて
も、文章の展開に注意しながら必要な情報を読み
取り、それについて意見をのべることができる。

Lesson 7,8

定期考査

定期考査

Lesson 5,6

英語

社会的な話題についての知識を活用し、自分の意見を発表したり、話し合うことができる。

自分の意見をわかりやすく発表し、話し合いにおいても積極的に発言する。

7

Lessson 3,4



〇

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

〇 〇 〇

合計

70

３
学
期

２
学
期

定期考査

Lesson 17, 18

Lesson 15, 16 【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

〇

定期考査

の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

初見で問題を最後までやり通すことができ
る。(「速読力」の養成)・解説を聞き、本文
の内容を正確に理解できる。(「精読力」の養
成）

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

7

7

7

〇 〇

〇 〇

施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

7〇 〇 〇



高等学校（第3学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 7 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 10

合計
70

○
3
学
期

【知識及び技能】
・様々なテーマを理解できる。
・幅広い知識を身につけられる。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられる。
・正しい英語で表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に英語で話し合える。

指導事項
・ディスカッションの振り返りを行う。
・プレゼンテーションの振り返りを行う。
・一年間の学習の振り返りを行う。

【知識及び技能】
・様々なテーマを理解できたか。
・幅広い知識を身につけられたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられたか。
・正しい英語で表現できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に英語で話し合えたか。

○

【知識及び技能】
・テーマを決め、深く調べられたか。

【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられたか。
・正しい英語で書けたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・魅力的な文が書けたか。

〇

外国語

評価規準

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

積極的に英語で話そうとする。
またディスカッションを通して、他の生徒と意
見交換をすることができる

総合英語Ⅲ
2

30

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

総合英語Ⅲ

配当
時数

〇

指導事項
・英語卒業文集の下書きを行う。
・英語卒業文集の清書を行う。

【知識及び技能】
・テーマを理解できたか。
・知識を広げられたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられたか。
・自分の言葉で表現できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に英語で話そうとしたか。
・他の生徒と意見交換ができたか。

指導事項
・テーマ「Beauty」についてディスカッショ
ンし、考えをまとめる。
・テーマ「Environment」についてディスカッ
ションし、考えをまとめる。
・テーマ「Food」についてディスカッション
し、考えをまとめる
・これまでの３つのテーマから選んで、各自
プレゼンテーションを行う。
・インタビューテストを行う。

〇

○

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
・テーマを理解できたか。
・知識を広げられたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられたか。
・自分の言葉で表現できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に英語で話そうとしたか。
・他の生徒と意見交換ができたか。

知

１
学
期

【知識及び技能】
・テーマを理解できる。
・知識を広げられる。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられる。
・自分の言葉で表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に英語で話そうとする。
・他の生徒と意見交換ができる。

２
学
期

指導事項
・グループプレゼンテーションの準備をす
る。
・グループプレゼンテーションの内容をまと
める。
・グループプレゼンテーションのリハーサル
を行う。
・グループプレゼンテーションの発表を行
う。
・インタビューテストを行う。

【知識及び技能】
・テーマを決める。
・深く調べる。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられる。
・正しい英語で書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・思い出に残る魅力的な文を書け
る。

10

指導項目・内容

『DISCOVER DIBATE 』(Language Solutions Inc.　　）

態

○

20○ ○

【知識及び技能】
・テーマを理解できる。
・知識を広げられる。
【思考力、判断力、表現力等】
・考えをまとめられる。
・自分の言葉で表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に英語で話そうとする。
・他の生徒と意見交換ができる。

【 知　識　及　び　技　能 】英語を理解し、知識を広げる。

与えられたテーマを理解することができる。
またテーマについて深く調べ、知識を広げること
ができる。

与えられたテーマについて考えをまとめ、自分
の言葉で表現することができる。

外国語

自分の考えをまとめ、英語で表現する。

英語を積極的に発信しようとする態度を持つ。



高等学校（第３学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：英語コミュニケーションⅢ

配当
時数

【知識及び技能】
・タンパク質の供給不足の問題と、それを補う
ための代替タンパク質について読む。

【思考力、判断力、表現力等】
・将来のタンパク源について話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に話し合いに参加する。

【 知　識　及　び　技　能 】社会的な話題についての知識を身につける。

4

社会的な話題について、使用される語句や文、情
報量などにおいて、支援をほとんど活用しなくて
も、文章の展開に注意しながら必要な情報を読み
取り、概要や要点、詳細を目的に応じて捉えるこ
とができるようにする。

社会的な話題について、使用される語句や文、情
報量などにおいて、支援をほとんど活用しなくて
も、文章の展開に注意しながら必要な情報を読み
取り、それについて意見をのべることができる。

【知識及び技能】
・文化的な多様性を促進するために重要
なことについて読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・多様性を促進する方法について話し合
う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参
加する。
定期考査

定期考査

【知識及び技能】
・睡眠と記憶の関係性について読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・睡眠の重要性について話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参
加する。

英語

社会的な話題についての知識を活用し、自分の意見を発表したり、話し合うことができる。

自分の意見をわかりやすく発表し、話し合いにおいても積極的に発言する。

10

【知識及び技能】

・発明家のニコラ・テスラが、100 年前に予測した科学技術に

ついて読む。

【思考力、判断力、表現力等】

・未来の科学技術について話し合う。

・

【学びに向かう力、人間性等】

・提出物や話し合いについて積極的に参加する。

単元の具体的な指導目標

7

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

7

10〇

○ ○

〇

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】
・AI を活用したデータ分析の事例と、AI を活
用する際の倫理的な問題について読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・AI の良い点と悪い点について話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参加す
る。

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

・アイデンティティについて扱い、個人の価値
を尊重し、自主及び自律の精神を養う。

・未来予想について扱い、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養う。

〇

〇

○

〇 10

〇 〇

10

〇

7

【知識及び技能】
・コスタリカ・デンマーク・シンガポールに住
む３人にとっての幸せの価値観について読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の幸せにとって何が大切かを話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参加す
る。

〇

〇 〇

〇 〇

幸福論について扱い、職業及び生活との関連を
重視し、勤労を重んずる態度などを養う。

２
学
期

将来のタンパク源について扱い、自然を大切に
し、環境の保全に寄与する態度を養う。

AIについて扱い、主体的に社会の形成に参画
し、その発展に寄与する態度を養う。

英語

評価規準

睡眠について扱い、豊かな情操を培うととも
に、健やかな身体を養うことにつなげる。

多様性について扱い、他国を尊重し、国際社会
の平和と発展に寄与する態度を養う。

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

社会的な話題について、使用される語句や文、情
報量などにおいて、支援をほとんど活用しなくて
も、文章の展開に注意しながら必要な情報を読み
取り、積極的に内容をとらえようとする。

英語コミュニケーションⅢ

指導項目・内容

『Heartening English Communication Ⅲ 』(桐原書店）

態

○

思

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇 〇

知

１
学
期

【知識及び技能】

・女優のサヘル・ローズさんが、自らのアイデンティティと向

き合った経験について読む。

【思考力、判断力、表現力等】

・自分のアイデンティティについて書き、話し合う。

・

【学びに向かう力、人間性等】

・積極的に話し合いに参加する。



7

7

7

〇 〇

〇 〇

２
学
期

定期考査

【知識及び技能】
・人前で話す際の言いよどみについて肯
定的な意見を読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・言いよどみの是非について話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参
加する。

【知識及び技能】
・医師のエドワード・ジェンナーが天然
痘ワクチンを開発した際の医療倫理につ
いて読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・ジェンナーの行為の是非を話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参
加する。

【知識及び技能】
・金継ぎの特長や金継ぎから学べる人生
の教訓について読む。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の伝統工芸品について話し合う。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や話し合いについて積極的に参
加する。

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

〇

定期考査

伝統工芸品について扱い、文化を尊重し、それ
を育んできた環境を大切にする態度を養う。

前での話し方について扱い、創造性を培い、自
主及び自律の精神を養う。

医療倫理について扱い、公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に参画する態度を養う。

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

３
学
期

合計

82

〇

【知識及び技能】
・理解できているか、授業中のワークや小テストを実
施。
・
【思考力、判断力、表現力等】
・発言やサマリーライティングで評価。
・
【学びに向かう力、人間性等】
・提出物や授業時のペア相互評価を実施

〇 〇 〇



高等学校（第３学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

外国語

把握したことや理解したことを相手にわかりやすく伝える。

与えられたトピックに対して自分の立場や社会的な視点を持って考える。

10

話題 紙の辞書と電子辞書：書店で
販売員が話す「紙の辞書」と「電子
辞書」の説明を聞いて，それぞれの
特徴や違いを理解する。
表現 譲歩（Concession）：譲歩す
る表現を理解し，場面や状況，目的
に応じた適切な文を組み立てる。
論理 プレゼンテーション［話すこ
と（発表）］：初級の言語学習者は
「紙の辞書」と「電子辞書」のどち
らを使うのが良いかについて，自分
の意見を論理的な構成や展開を工夫
して話して伝える。

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
・留学中の学生に悩みとその解決方法を示し
て正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・留学中の学生に悩みとその解決方法を示す
文章について，情報を整理し理解できる。
・留学中の学生に悩みとその解決方法を示し
たり，文章を書いたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・留学中の学生に悩みとその解決方法につい
て，論理的に詳しく書こうとしている。

【知識及び技能】
・紙の辞書と電子辞書の違いを示して正しく
文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・紙の辞書と電子辞書の違いを示す文章につ
いて，情報を整理し理解できる。
・紙の辞書と電子辞書の違いを示したり，文
章を書いたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・紙の辞書と電子辞書の違いについて，論理
的に詳しく書こうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

知

Lesson 2
学習／言語
Which is better, a paper or an electronic
dictionary?

１
学
期

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話
したり書いたりして伝え合っている。

指導項目・内容 態

○

○

話題 決断：心理学の授業で，2つの
異なる「決断スタイル」に関する講
義を聞いて、それぞれの特徴や違い
を理解する。
表現 判断の根拠（Bases of
decisions）：判断の根拠を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に応
じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：こ
れまでの重大な決断について，いつ
どのように決断したか，また決断の
結果について，論理的な構成や展開
を工夫して書いて伝える。

Lesson 1
学習／言語
Friendship and improvement

○

【知識及び技能】
・相談コラムに寄せられた性格に関する悩み
と助言を示して正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・相談コラムに寄せられた性格に関する悩み
と助言について，情報を整理し理解できる。
・相談コラムに寄せられた性格に関する悩み
と助言について文章を書いたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・相談コラムに寄せられた性格に関する悩み
と助言について，論理的に詳しく書こうとし
ている。

【知識及び技能】
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したか正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したかについて，情報を整理し理
解できる。
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したか，文章を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したかについて，論理的に詳しく
書こうとしている。

Lesson 4
心理
How do we make decisions?

○

1

○ 10

○ ○

10

○

10

外国語

評価規準

Lesson 3
心理
Can you change your personality?

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，
聞き手・読み手など他者に配慮しながら，主体
的・自律的に表現しようとている。

Vision Quest English Logic and Expression Ⅲ

3

論理表現Ⅲ

定期考査

話題 悩み相談コラム：相談コラム
に寄せられた性格に関する悩みと返
信の投稿を読んで，その悩みと助言
を理解する。
表現 関係（Relationships）：物事
の関係を表す表現を理解し，場面や
状況，目的に応じた適切な文を組み
立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：自
分の性格について，子供の頃の性格
と比較しながら，理由や具体例とと
もに，論理的な構成や展開を工夫し
て書いて伝える。

話題 学生の悩み解決：留学中の2人
の日本人学生から送られた相談メー
ルを読んで，それぞれの悩みを解決
する。
表現 助言（Advice）：助言を与え
る表現を理解し，場面や状況，目的
に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：留
学中の学生に悩みの解決策を助言す
るために，論理的な構成や展開を工
夫して書いて伝える。

論理表現Ⅲ

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 各単元の文法事項を理解し、それを用いて自分の意見を表現する。

習得すべき知識や重要な概念等を理解している。
それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用
したりする中で，概念等として理解したり，技能
を習得したりしている。



合計

84

３
学
期

義を聞いて、それぞれの特徴や違い
を理解する。
表現 判断の根拠（Bases of
decisions）：判断の根拠を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に応
じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：こ
れまでの重大な決断について，いつ
どのように決断したか，また決断の
結果について，論理的な構成や展開
を工夫して書いて伝える。

定期考査

○

ように決断したか正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したかについて，情報を整理し理
解できる。
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したか，文章を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの重大な決断について，いつどの
ように決断したかについて，論理的に詳しく
書こうとしている。

How do we make decisions?

○

○ ○

1

10○ ○

10

1

定期考査

話題 職場の多様性：テレビ番組の
ジャーナリストが多様性の促進につ
いて話すのを聞いて，日本の職場で
起こり得る多様性と現状を理解す
る。
表現 情報の追加（Further
Information）：情報の追加を表す
表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：社
会の多様性について，どのような場
所で求められ，どのように促進する
のかという点を含めて，自分の考え
を理由や詳細，具体例などととも
に，論理的な構成や展開を工夫して
書いて伝える。

Lesson 9
情報化社会
Should we use social media?

話題 終身雇用と転職：終身雇用と
転職の比較について，オンラインで
やり取りされる生徒同士のやり取り
を読んで，現状や傾向を理解する。
表現 可能性（Probability）：可能
性を表す表現を理解し，場面や状
況，目的に応じた適切な文を組み立
てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：日
本の終身雇用と転職について，どち
らの立場を支持するかの意見を理由
や詳細，具体例などとともに，論理
的な構成や展開を工夫して書いて伝
える。

【知識及び技能】
・日本の終身雇用と転職について正しく文を
作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の終身雇用と転職について，情報を整
理し理解できる。
・日本の終身雇用と転職について文章を書
く。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の終身雇用と転職について，論理的に
詳しく書こうとしている。

○

定期考査

Lesson 11
社会構成
Lifetime employment or career changes?

Lesson 12
社会構成
Diversity in the workplace

【知識及び技能】
・社会の多様性について正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会の多様性について，情報を整理し理解
できる。
・社会の多様性について文章を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・社会の多様性について，論理的に詳しく書
こうとしている。

２
学
期

10○○○

【知識及び技能】
・学生に頻発するSNS上のトラブルとその解決
方法を示して正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・学生に頻発するSNS上のトラブルについて，
情報を整理し理解できる。
・学生に頻発するSNS上のトラブルとその解決
方法を示したり，文章を書いたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
・学生に頻発するSNS上のトラブルについて，
論理的に詳しく書こうとしている。

Lesson 10
情報化社会
Are you a good user of social media?

話題 SNS上のトラブル：学生に頻発
するSNS上のトラブルについて話さ
れる講義を聞いて，その問題点や予
防のために必要なスキルを理解す
る。
表現 理由（Reasons）：理由を表す
表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：SNS
の適切な使用を奨励するために，自
分の考えを理由や具体例などととも
に，論理的な構成や展開を工夫して
書いて伝える。

○

10

10

1

○ ○

○ ○

話題 SNSの好影響と悪影響： SNSの
プラス面とマイナス面について書か
れた記事を読んで，SNSが日常生活
に与える影響について考える。
表現 類似（Similarity）：類似を
表す表現を理解し，場面や状況，目
的に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：SNS
の使用のメリットとデメリットにつ
いて，自分の考えを理由や具体例な
どとともに，論理的な構成や展開を
工夫して書いて伝える。

【知識及び技能】
・SNSの使用のメリットとデメリットについて
示して正しく文を作れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・SNSの使用のメリットとデメリットについ
て，情報を整理し理解できる。
・SNSの使用のメリットとデメリットについて
文章を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・SNSの使用のメリットとデメリットについ
て，論理的に詳しく書こうとしている。



高等学校（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標

　貨幣共同体(岩井克人)
【知識及び技能】
・本文中の語句や語彙の使い方、また文章の構成や展
開の仕方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文を通して「貨幣共同体」の成り立ちを学び、そ
の不思議な性質についてどのようなものかを理解しよ
うとする。
・現代の世界経済における通貨の「危機」について深
く考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文をよく読み、筆者の主張を理解したうえで、
「論理」を単なる抽象的概念として扱うのではなく、
日常の出来事と関連付けて考える。

　つながりと秩序（北田暁大）
【知識及び技能】
・本文中の語句や語彙の使い方､文章の構成や展開の
仕方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文を通して、社会学の観点から社会の変容をたど
る考察の展開を考える。
・携帯端末の普及による功罪を、筆者の論旨に従って
まとめる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文の構成や論理の展開、表現の特徴を的確に捉え
て、個人またはグループで要旨をまとめる。

定期考査

　何のための「自由」か（仲正昌樹）
【知識及び技能】
・本文中の語句や語彙の使い方、文章の構成や展開に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文を通して、現代における「自由」の問題につい
て読み解き、これからの私たちが望む「自由」「幸
福」とはどのようなものかについて考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中の筆者の主張を踏まえ、「幸福」と「自由」
の関係について、自分の考えをまとめる。

　過剰性と稀少性(佐伯啓思）
【知識及び技能】
・本文中の語句や語彙の使い方、また文章の構成や展
開の仕方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文を通して、高度に抽象的な文章を理解する読解
力を磨く。
・現代社会における「相互模範的な欲望」にはどのよ
うなものがあるか、具体例を挙げて考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中の筆者の主張を踏まえ、資本主義について自
分の考えをまとめる。

定期考査

指導事項
・本文の読解を通して、高
度に抽象的な文章を理解す
る読解力を磨く。
・現代社会における「相互
模範的な欲望」にはどのよ
うなものがあるか、具体例
を挙げながら話し合う。
・資本主義についての情報
を集め、自分の意見をまと
める。

【学びに向かう力、人間性等】

　言葉がもつ価値への認識を深めようとしてい
るとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚をも深め、言葉を通して積極的に他者や
社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え
方を深めたりしている。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 2

態

論理国語国語

評価規準

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
ている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域におい
て、論理的、批判的に考える力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしている。

指導項目・内容

『論理国語』(筑摩書房）

 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

6

思

【知識及び技能】
・語句や語彙の使い方、また文章の構成や展
開の仕方について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「貨幣共同体」の成り立ちを理解し、その
不思議な性質についてどのようなものかを的
確にまとめている。
・現代の世界経済における通貨の「危機」に
ついて深く理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の主張を理解したうえで、「論理」を
単なる抽象的概念として扱うのではなく、生
徒の日常の出来事と関連付けて考え、まとめ
る力がある。

【知識及び技能】
・語句や語彙の使い方、また文章の構成や展
開の仕方について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会学の観点から社会の変容をたどる考察
の展開をつかんでいる。
・携帯端末の普及による功罪を、筆者の論旨
に従ってまとめる力がある。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文の構成や論理の展開、表現の特徴を的
確に捉えて、個人またはグループで要旨をま
とめ、理解している。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇 〇

知

6

１
学
期

1

指導事項
・本文から「貨幣共同体」
の成り立ちを学び、その不
思議な性質についてどのよ
うな表現で説明しているか
を読み取る。
・筆者の論旨を参考、グ
ローバル化した現代の世界
経済における通貨の「危
機」について、具体的な例
を挙げる。
・貨幣や財の交換にまつわ
るふしぎな正確について、
自分の意見をまとめる。

指導事項
・本文から、社会学の観点
から社会の変容をたどる考
察の展開をつかむ。
・「ケータイ」の普及によ
る「『見られているかもし
れない』不安」と「『見ら
れていないかもしれない』
という接続不安」はどのよ
うな場面に発生するのか。
自分の体験を元に具体的に
まとめる。
・携帯端末の普及による功
罪を、筆者の論旨に従って
まとめる。

5

【知識及び技能】
・語句や語彙の使い方、また文章の構成や展
開の仕方について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・高度に抽象的な文章を理解する読解力を磨
くことができる。
・現代社会における「相互模範的な欲望」に
はどのようなものがあるか、具体例を挙げな
がら話し合い、理解を深められる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の主張を踏まえたうえで、資本主義に
ついての情報を集め、自分の意見をまとめる
ことができる。

7

1

指導事項
・本文から、現代における
「自由」の問題について読
み解き、これからの私たち
が望む「自由」「幸福」と
はどのようなものかについ
て考える。
・私たちはさまざまな場面
で選択をしているが、それ
は私たちの「自由意志」に
よるものか、話し合う。
・「幸福」と「自由」の関
係について、自分の考えを
まとめる。

○ ○ ○

〇

【知識及び技能】
・語句や語彙の使い方、文章の構成や展開に
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「自由」の問題について読み解き、今後私
たちが望む「自由」「幸福」とはどのような
ものかについて深く考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の主張を踏まえ、「幸福」と「自由」
の関係について、自分の考えをまとめること
ができる。



指導事項
・筆者のことばをてがかり
に「戦争」についてかんが
え、どのようなものが人の
目をくらませるのか、調べ
ながら読む。
・本文の要旨を２００字以
内でまとめる。
・「そして、ある日、人は
戦争に直面する。」に込め
られた筆者の思いを考え、
まとめる。

指導事項
・本文を音読し、語句の意
味を確認するとともに、文
体や表現上の特徴を理解す
る。
・『舞姫』という作品全体
を通して、近代という時代
や、人間の生き方について
知識を広げ、考えを深め
る。
・視点・立場、またプロッ
トを変えたとき、物語全体
がどう変化するかを考察
し、自らの表現に役立て
る。

指導事項
・内容読解

　戦争と平和についての観察（中井久夫）
【知識及び技能】
・本文中の語句・語彙、表現の技法を押さえて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・本文中の筆者のことばをてがかりに「戦争」につい
てかんがえ、どのようなものが人の目をくらませるの
か、調べながら読む。
【主体的に学習に取り組む態度】
・「そして、ある日、人は戦争に直面する。」に込め
られた筆者の思いを考え、まとめる。

舞姫（森鴎外）
【知識及び技能】
・本文を音読し、語句の意味を確認するとともに、文
体や表現上の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・『舞姫』という作品全体を通して、近代という時代
や、人間の生き方について知識を広げ、考える。
・本文中から、視点・立場、またプロットを変えたと
き、物語全体がどう変化するかを考察し、自らの表現
に役立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中から、視点・立場、またプロットを変えたと
き、物語全体がどう変化するかを考察する。

２
学
期

【知識及び技能】
・分野ごとの語彙力を増やし、知識を深める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・難度のある文章を理解し、その中で筆者の
主張の部分を捉える力や、論理の展開を理解
する力をつける。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に問題に取り組んだり、語彙力、読
解力を高めることができる。

○

定期考査

大学入試問題演習
【知識及び技能】
・各分野の問題に取り組むことで、語彙を増やし価値
観を広げる。
【思考力、判断力、表現力等】
・難度のある文章を一読し、筆者の主張や論理の展開
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容理解に積極的に問題に取り組んだり、語彙力、
読解力を高める。

定期考査

〇

○ ○

60合計

14

○

【知識及び技能】
・音読をすることで、語句の意味を確認する
とともに、文体や表現上の特徴を理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・『舞姫』全体を通して、近代という時代
や、人間の生き方について知識を広げ、考え
を深めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・視点・立場、またプロットを変えたとき、
物語全体がどう変化するかを考察し、自らの
表現に役立てることができる。

5

〇 〇

13

1

1

○ ○

【知識及び技能】
・語句・語彙、表現の技法を押さえて理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者のことばをてがかりに「戦争」につい
てかんがえ、どのようなものが人の目をくら
ませるのか、調べながら読み、深く理解す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文の要旨や、「そして、ある日、人は戦
争に直面する。」に込められた筆者の思いを
考え、まとめることができる。



高等学校（第3学年用） 教科  科目
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育

評価規準

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

グループリーダーとして自己の責任を果たすこ
とができる。
個々の能力を大切にして公正に取り組むことが
できる。

体育

水泳
四泳法

【知識及び技能】
四泳法の記録
【思考力、判断力、表現力】
習熟度別で教え合い泳力の向上を目指してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者との協力し、取り組んでいる。

〇 〇 〇 3

〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びをを深く味わい、運動の多様性や体力の必要
性について理解するとともに、それらの技能を身につけている。

【知識及び技能】
種目の特性を理解して、合理的・計
画的な実践ができる。
【思考力、判断力、表現力】
グループや個人の課題をワークシー
トにまとめる。課題についての解決
方法を探究して授業計画を立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループリーダーとして積極的に取
り組む。一人一人の違いに応じて助
け合い協力して活動する。

球技（選択制）
・バスケットボール・バレーボール・バドミン
トン・テニス・サッカー・ハンドボール・ソフ
トボール

【知識及び技能】
種目の授業計画を合理的・計画的に実践してい
る。（ワークシート）
【思考力、判断力、表現力】
技能の向上やグループの課題解決に向けて、工
夫して取り組んでいる。（実践）
【学びに向かう力、人間性等】
他者との協力し、取り組んでいる。

【知識及び技能】
自己に合わせた泳法を身につける。
【思考力、判断力、表現力】
効率を高めて泳いだり、複数の泳法
で泳いだりする。
【学びに向かう力、人間性等】
記録の向上や、泳ぎの楽しさや喜び
を味わう。

〇 21

3

運動の合理的・計画的な実践を通すことができ
る。
運動の多様性や体力の必要性を理解することが
できる。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見することができる。
課題について解決方法を思考し、授業計画を立
てることができる。

指導項目・内容

ステップアップ高校教材2024

態

○

保健体育

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、
自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。

公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす。一人一人の違いを大切にしようとしている。

9

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】
自身のスポーツテストの記録をもとに、記録の
向上を図っている。
【思考力、判断力、表現力】
体力の向上に向けてのトレーニング方法を実践
している。
【学びに向かう力、人間性等】
他者との協力し、取り組んでいる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

体つくり運動
・敏捷性を高める運動
・柔軟性を高める運動
・巧緻性を高める運動

知

１
学
期

【知識及び技能】
体ほぐしの運動では現在の自己の体
力を把握したうえで、継続しやすい
運動を行えるようにする。心と体は
互いに影響し変化することや心身の
状態を記録する。
【思考力、判断力、表現力】
生涯にわたり取り組めるような運動
の計画を立て、ねらいを明確にす
る。健康の保持増進や調和のとれた
体力の向上を図るための運動の計画
を立てて取り組むことができるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むと
ともに、互いに助け合い教え合おう
とすること、一人ひとりの違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、チームに貢献しようとするこ
と。

体育

配当
時数



〇 〇 36

〇 〇 〇 9

合計

81

【知識及び技能】
種目の特性やルールを理解する。
【思考力、判断力、表現力】
技能の向上やグループの課題解決に向けて、工
夫して取り組んでいる。（実践）
【学びに向かう力、人間性等】
他者との協力し、取り組んでいる。

３
学
期

【知識及び技能】
種目の特性を理解して、合理的・計
画的な実践ができる。
【思考力、判断力、表現力】
グループや個人の課題をワークシー
トにまとめる。課題についての解決
方法を探究して授業計画を立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループリーダーとして積極的に取
り組む。一人一人の違いに応じて助
け合い協力して活動する。

ニュースポーツ
アルティメット・インディアカ・ダブルダッチ

２
学
期

水泳
四泳法

【知識及び技能】
自己に合わせた泳法で長時間泳ぐ。
【思考力、判断力、表現力】
効率を高めて泳いだり、複数の泳法
で泳いだりする。
【学びに向かう力、人間性等】
記録の向上や、泳ぎの楽しさや喜び
を味わう。

【知識及び技能】
距離の記録
【思考力、判断力、表現力】
習熟度別で教え合い泳力の向上を目指してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者との協力し、取り組んでいる。

【知識及び技能】
種目の特性を理解して、合理的・計

画的な実践ができる。
【思考力、判断力、表現力】

グループや個人の課題をワークシー
トにまとめる。課題についての解決
方法を探究して授業計画を立てる。

【学びに向かう力、人間性等】
グループリーダーとして積極的に取
り組む。一人一人の違いに応じて助

け合い協力して活動する。

球技（選択制）
・バスケットボール・バレーボール・バドミン
トン・テニス・サッカー・ハンドボール・ソフ
トボール

【知識及び技能】
種目の授業計画を合理的・計画的に実践してい
る。（ワークシート）
【思考力、判断力、表現力】
技能の向上やグループの課題解決に向けて、工
夫して取り組んでいる。（実践）
【学びに向かう力、人間性等】
他者との協力し、取り組んでいる。
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